
海
人
族
と
神
武
東
征
物
語

黛

弘
　
道

は
し
が
き

　
神
武
東
征
物
語
に
登
場
す
る
大
倭
国
造
の
祖
椎
根
津
彦
（
記
は
槁
根
津
日
子
。
紀
・
国
造
本
紀
は
椎
根
津
彦
、
紀
に
は
ま
た
珍
彦
と

も
見
え
る
。
な
お
、
新
撰
姓
氏
録
に
は
神
知
津
彦
と
も
あ
る
が
、
以
下
す
べ
て
椎
根
津
彦
で
統
一
し
て
お
く
）
に
つ
い
て
は
、
記
が

「
亀
の
甲
に
乗
り
て
、
釣
じ
つ
つ
羽
挙
き
来
る
人
」
と
し
、
紀
が
「
時
に
一
の
漁
人
あ
り
て
、
艇
に
乗
り
て
至
れ
り
」
と
い
い
、
と
も

に
漁
師
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
表
現
の
上
で
か
な
り
の
差
が
あ
る
ほ
か
、
神
武
天
皇
の
一
行
と
遭
遇
し
た
場
所
も
、
記
は
吉
備
の
高

島
宮
か
ら
浪
速
へ
赴
く
途
中
の
速
吸
門
す
な
わ
ち
明
石
海
峡
と
す
る
の
に
対
し
て
、
紀
の
方
は
日
向
出
発
直
後
の
速
吸
之
門
す
な
わ
ち

豊
予
海
峡
と
し
て
お
り
、
こ
こ
で
も
大
き
な
違
い
を
見
せ
て
い
る
。

　
「
亀
の
甲
に
乗
り
て
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
江
上
波
夫
氏
が
騎
馬
民
族
に
よ
る
征
服
王
朝
説
を
唱
え
る
中
で
、
夫
余
の
始
祖

東
明
の
建
国
説
話
に
東
方
の
新
天
地
へ
逃
れ
る
東
明
が
施
掩
水
（
侭
佳
江
）
を
魚
驚
の
背
を
橋
と
し
て
渡
っ
た
と
い
う
件
り
（
魏
志
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

夷
夫
余
伝
所
引
魏
略
）
と
の
類
似
を
指
摘
し
て
い
る
。
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海人族と神武東征物語（黛）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
速
吸
の
門
の
所
在
に
つ
い
て
は
、
田
中
卓
氏
が
両
説
を
比
較
検
討
し
、
久
米
邦
武
の
明
石
海
峡
説
を
支
持
さ
れ
た
の
に
従
い
た
い
。

　
し
か
し
、
神
武
天
皇
の
一
行
が
椎
根
津
彦
に
何
処
で
遭
お
う
と
も
、
一
行
の
東
征
そ
の
も
の
が
、
海
洋
民
た
る
海
人
族
の
協
力
な
し

に
は
、
実
行
不
可
能
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
道
理
で
あ
る
。
神
武
東
征
を
史
実
の
投
影
と
み
る
か
、
単
な
る
説
話
と
考
え
る
か
と

い
う
立
場
の
違
い
を
超
え
て
、
物
語
の
背
景
に
海
人
族
の
存
在
を
想
定
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
神
武
東

征
物
語
全
体
を
見
直
し
た
ら
、
ど
う
い
う
こ
と
が
言
え
る
か
。
こ
れ
が
本
稿
の
狙
い
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
　
海
人
族
の
検
証
ー
そ
の
一
－

　
ま
ず
、
海
人
族
と
は
如
何
な
る
氏
々
を
指
す
か
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

か
ら
、
取
り
敢
え
ず
、
そ
の
引
用
か
ら
始
め
る
こ
と
と
す
る
。

　
同
書
の
右
京
神
別
下
に

　
　
　
地
砥
。

　
　
　
宗
形
朝
臣
。

　
　
　
　
大
神
朝
臣
同
祖
。
吾
田
片
隅
命
之
後
也
。

　
　
　
安
曇
宿
禰
。

　
　
　
　
海
神
綿
積
豊
玉
彦
神
子
穂
高
見
命
之
後
也
。

　
　
　
海
犬
養

　
　
　
　
海
神
綿
積
命
之
後
也
。

そ
れ
に
は
、
新
撰
姓
氏
録
に
拠
る
の
が
便
利
で
あ
る
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海人族と神武東征物語（黛）

　
　
凡
海
連
。

　
　
　
同
神
男
穂
高
見
命
之
後
也
。

　
　
青
海
首

　
　
　
椎
根
津
彦
命
之
後
也
。

　
　
〔
太
イ
〕

　
　
八
木
造
。

　
　
　
和
多
罪
豊
玉
彦
命
児
布
留
多
摩
乃
命
之
後
也
。

　
　
倭
太
。

　
　
　
神
知
津
彦
命
之
後
也
。

　
　
　
　
右
第
十
五
巻
。

と
見
え
、
安
曇
宿
祢
以
下
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
さ
ら
に
同
書
の
大
和
国
神
別
の
条
に
は

　
　
地
祇
。

　
　
吉
野
連
。

　
　
　
彌
比
加
尼
之
後
也
。
論
神
武
天
皇
行
二
幸
吉
野
⑩
到
二
神
瀬
一
遣
レ
人
汲
レ
水
。
使
者
還
日
。
有
一
一
井
光
女
鱒
天
皇
召
問
レ
之
。
汝
誰

　
　
　
人
。
答
日
。
妾
是
自
レ
天
降
来
白
雲
別
神
之
女
也
。
名
日
二
豊
御
富
↓
天
皇
即
名
二
水
光
姫
↓
今
吉
野
連
所
レ
祭
水
光
神
是
也
。

　
　
大
神
朝
臣
。

　
　
　
素
佐
能
雄
命
六
世
孫
大
国
主
之
後
也
。
初
大
国
主
神
嬰
三
二
嶋
溝
杭
耳
之
女
玉
櫛
姫
司
夜
未
レ
曙
去
。
未
一
一
曽
昼
到
殉
於
レ
是
玉
櫛

　
　
　
姫
績
レ
苧
係
レ
衣
。
至
レ
明
随
レ
苧
尋
覚
。
経
二
茅
淳
県
陶
邑
崎
直
指
二
大
和
国
真
穂
御
諸
山
殉
還
視
二
苧
遺
↓
唯
有
二
三
榮
鱒
因
レ
之
号
二

　
　
　
姓
大
三
蘂
槽
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海人族と神武東征物語（黛）

　
賀
茂
朝
臣
。

　
　
　
大
神
蟄
同
梶
大
国
主
神
之
後
埠
大
田
々
馨
命
孫
大
賀
茂
都
美
免
臨
肇
奉
・
斎
・
賀
茂
神
社
垂
。

　
　
和
仁
古
。

　
　
　
大
国
主
六
世
孫
阿
太
賀
太
須
命
之
後
也
。

　
　
大
和
宿
禰
。

　
　
　
出
レ
自
二
神
知
津
彦
命
一
也
。
神
日
本
磐
余
彦
天
皇
。
従
一
一
日
向
地
一
向
二
大
倭
洲
幻
到
二
速
吸
門
一
時
。
有
二
漁
人
一
乗
レ
艇
而
至
。
天

　
　
　
皇
問
日
。
汝
誰
也
。
対
日
。
臣
是
国
神
。
名
宇
豆
彦
。
聞
一
一
天
神
子
来
殉
故
以
奉
レ
迎
。
即
牽
一
一
納
皇
船
一
以
為
二
海
導
弔
仰
号
二
神

　
　
　
知
津
彦
誕
肇
雅
能
宣
・
軍
機
之
箋
天
皇
嘉
・
之
。
任
・
大
倭
国
造
建
大
倭
直
始
祖
也
。

　
　
長
柄
首
。

　
　
　
天
乃
八
重
事
代
主
神
之
後
也
。

　
　
ク
　
ズ

　
　
国
栖
。

　
　
　
出
レ
自
二
石
穂
押
別
神
一
也
。
神
武
天
皇
行
二
幸
吉
野
一
時
。
川
上
有
二
遊
人
鱒
干
時
天
皇
御
覧
即
入
レ
穴
。
須
隻
又
出
遊
。
霧
窺
レ

　
　
　
之
喚
問
。
答
日
。
石
穂
押
別
神
子
也
。
爾
時
詔
賜
二
国
栖
名
↓
然
後
孝
徳
天
皇
御
世
。
始
賜
レ
名
人
国
栖
意
世
古
。
次
号
一
一
世
古
一

　
　
　
二
人
。
允
恭
天
皇
御
世
乙
未
年
中
七
節
進
一
一
御
蟄
殉
仕
一
一
奉
神
一
態
至
レ
今
不
レ
絶
。

　
　
　
　
右
第
十
七
巻
。

と
あ
り
、
こ
の
中
の
大
和
宿
祢
が
海
人
族
で
あ
る
。
さ
ら
に
摂
津
国
神
別
の
件
り
に
は

　
　
地
祇
。

　
　
大
和
連
。
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海人族と神武東征物語（黛）

　
　
　
神
知
津
彦
命
十
一
世
孫
御
物
足
尼
之
後
也
。

　
　
凡
海
連
。

　
　
　
安
曇
宿
禰
同
祖
。
綿
積
命
六
世
孫
小
拷
梨
命
之
後
也
。

　
　
阿
曇
犬
養
連
。

　
　
　
海
神
大
和
多
罪
命
三
世
孫
穂
己
都
久
命
之
後
也
。

　
　
物
忌
直
。

　
　
　
椎
根
津
彦
命
九
世
孫
矢
代
宿
禰
之
後
也
。

　
　
鴨
部
祝
。

　
　
　
賀
茂
朝
臣
同
祖
。
大
国
主
神
之
後
也
。

　
　
我
孫
。

　
　
　
大
己
貴
命
孫
天
八
現
津
彦
命
之
後
也
。

　
　
神
人
。

　
　
　
大
国
主
命
五
世
孫
大
田
々
根
子
命
之
後
也
。

　
　
神
人
。

　
　
　
　
同
上
。

　
　
　
　
　
右
第
十
八
巻
。

と
見
え
、
こ
こ
で
は
、
大
和
連
か
ら
物
忌
直
ま
で
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

　
　
地
祇
。

さ
ら
に
同
書
河
内
国
神
別
の
条
に
は
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海人族と神武東征物語（黛）

　
　
　
宗
形
君
。

　
　
　
　
大
国
主
命
六
世
孫
吾
田
片
隅
命
之
後
也
。

　
　
　
安
曇
連
。

　
　
　
　
綿
積
神
命
児
穂
高
見
命
之
後
也
。

　
　
　
等
禰
直
。

　
　
　
　
椎
根
津
彦
命
之
後
也
。

　
　
　
　
　
右
第
十
九
巻
。

　
と
あ
っ
て
、
後
二
者
が
海
人
族
で
あ
る
。

　
新
撰
姓
氏
録
所
掲
の
海
人
族
は
以
上
で
あ
る
。
こ
れ
を
ま
と
め
る
と

　
ω
安
曇
宿
祢
　
②
海
犬
養
　
㈲
凡
海
連
　
ω
青
海
首
　
⑤
八
木
（
太
）
造
　
⑥
倭
太
　
⑦
大
和
宿
祢
　
⑧
大
和
連
　
⑨
阿
曇
犬
養
連

　
⑩
物
忌
直
　
ω
安
曇
連
　
吻
等
祢
直

　
の
十
二
氏
十
三
流
と
な
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
海
人
族
で
右
に
漏
れ
た
も
の
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
存
在
す
る
。
い
ま
、
文
献
か
ら
そ
れ
を
蒐
集
し
て
左
に
表
示

す
る
。

　
⑱
海
　
α
の
海
部
　
㈱
海
直
　
⑱
海
部
直
　
㈲
海
臣
　
⑱
海
首
　
㈲
海
人
⑳
倉
人
㈱
久
比
岐
国
造
㈲
明
石
国
造
㈲
大
和
赤
石
連

　
以
上
の
十
種
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
は
前
以
て
若
干
の
注
意
を
払
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
⑱
か
ら
㈱
ま
で
の

「
ア
マ
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
角
鹿
之
海
直
（
皇
別
）
や
但
馬
海
直
・
丹
後
の
海
直
（
神
別
天
孫
）
な
ど
の
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

明
ら
か
に
安
曇
系
の
「
ア
マ
」
と
は
別
系
統
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
判
明
す
る
限
り
除
外
し
て
考
察
を
進
め
な
け
れ
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海人族と神武東征物語（黛）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
⑳
の
倉
人
は
大
和
連
を
賜
っ
た
摂
津
国
菟
原
郡
の
そ
れ
に
限
ら
れ
る
し
、
㈲
の
明
石
国
造
は
本
姓
海
直
で
あ

（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

り
、
㈲
に
含
ま
れ
る
、
鯛
の
大
和
赤
石
連
も
同
様
㈲
に
含
ま
れ
る
。
鋤
の
久
比
岐
国
造
は
本
姓
青
海
首
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
、
そ
れ

が
当
っ
て
い
れ
ば
ω
に
吸
収
き
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
安
曇
氏
を
筆
頭
と
す
る
海
人
族
を
一
応
以
上
の
よ
う
に
考
定
し
た
上
で
、
そ
の
分
布
を
検
証
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
ら
の
氏
名

と
地
名
お
よ
び
関
係
神
社
名
等
を
古
代
文
献
か
ら
蒐
集
す
る
と
次
表
の
通
り
で
あ
る
。
表
示
は
五
畿
七
道
の
順
と
し
、
奥
羽
は
一
応
除

い
て
お
い
た
。

（
第
一
表
）

（尚、

ﾜ
と
め
て
掲
載
し
て
あ
る
）

国
　
　
名

　　　　　　摂大河霞
〃〃〃〃〃〃〃11　　〃　　〃
　　　　　　津和内5

郡
　
　
名
　
　
郷
（
里
）
名

山
　
　
辺

八菟　西住
　　〃
部原　成吉

出
　
　
典

安
曇
連

等
祢
直

大
和
宿
祢
（
直
）

大
和
坐
大
国
魂
神
社

大
和
連

凡
海
連

阿
曇
犬
養
連

物
忌
直

大
海
神
社

安
曇
江

阿
曇
寺

大
和
連
（
倉
人
）

阿
曇
連

播続　続
　紀　式〃〃〃録式〃〃録
風紀　紀
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海人族と神武東征物語（黛）

　　　　　　信美景　上遠　三　　 尾伊量

〃〃〃〃〃〃　山〃〃〃〃〃〃〃〃〃　海　　　　　　濃濃喜　　総　江　　河　　　　　張勢導

小埴　　更　安厚　　長市敷敷渥渥
　　〃〃　〃　　　　柄　智
県科　　級　曇見　　力原力智美美

愛申海　海海河
　　　”葬
智嶋部　）部曲

海

部

斗氷前　厚　　車海　海寸大
　　　　　　　　　　貴
女鉋科　見　　持部　間畢壁

大　物島海海海
　　　A　A　　　里里
宅　忌））部部

氷
鉋
斗
売
神
社

玉
依
比
売
神
社

穂
高
神
社

安
曇
部

（
車
持
里
）
海
部

瓢響灘難

抄〃式〃抄銘式抄
平　伊　藤平続
　抄　抄　　　正旧抄
木　木　木木紀

平藤

木木

〃抄

国

名

郡

名

郷
（
里
）
名

出

典
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海人族と神武東征物語（黛）

　　　　出伯因但丹缶
〃〃〃〃　　〃　　〃　陰
　　　　雲e幡馬後喜

　　越越能　越　若晃
〃〃〃　〃〃〃〃陸　　後中登　前　狭喜

〃　〃　〃　〃

出会高　城熊加

雲見草　崎野佐

蒲　頚砺新羽　　坂三　大
　〃　　川　　〃〃　　〃
原　城波力咋　　井方　飯

漆出 杵安 海凡 青 八車大福海　能木
〃　〃

沼雲 築曇 部海 海 田持海留部　登津

海
神
社

海
部

海
　
部

間
人
安
曇

海
　
部

海
部
直

因
佐
里
　
海
部

朝
妻
里
　
海
部

工
田
里
　
海
部
首

青
海
神
社

少
海
里

海
　
部

海
直

海海
（
車
持
里
）
海
部

青
海
神
社

捻
海
駅

青
海
神
社

　　　　　抄東
〃〃〃〃正・　正式〃抄
　　　　　銘南

式平
木

〃正
抄
・
正

正抄平
木

抄式〃〃

一105一



海人族と神武東征物語（黛）

周安備備吉　　播田
　〃　　〃　　〃〃〃　陽
防芸中前備　　磨導

　　　　　　隠　　出
〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　　 〃　〃

　　　　　　岐　　雲

大佐安菖

島伯芸各
明
石

〃〃揖
保

出
雲

意
宇

楯
縫

智
夫

〃〃海
部

海
（
評
）

海
部

〃〃

石
　
　
上

阿
満
（
万
）

　
海

美
　

敢

浦大垂
上海

里里水

海
　
部

海
（
里
）

国
名
一
郡
名
郷
（
里
）
名

漆
　
沼

凡
海
・
凡
海
直

海
　
直

海
神
社

阿
曇
連

海
部
直

海
　
部

海
　
部

海
部
首

海
部
直

阿
　
曇

安
　
曇

深
江
里

海
　
臣

海
　
部

海
　
部

海
神
社

安
吉
里

海
部
首

海
部

平　　三平三記　播　続
　〃抄　　　・〃　式
木　　格木格紀　風　紀

三　　藤　平　　三出
　〃正　抄　式正　　正
実　　木　木　　実風

出
典

一106一



海人族と神武東征物語（黛）

〃

　　長

〃　　　　〃

　　門

〔
南
海
道
〕

紀
　
　
伊

　
〃〃〃〃〃〃

　
〃

淡
　
　
路

　
〃〃

　
〃

阿
　
　
波

　
〃〃〃〃〃〃〃

玖
　
　
珂

吉
　
　
敷

豊
　
　
浦

海名那
〃

部草賀

　
〃

安
　
　
諦

　
〃

牟津三

〃

原名婁

板

〃〃
野

　
〃

名
　
　
方

　
〃〃

　
〃

那
　
　
賀

玖
　
　
珂

神
　
　
埼

可
　
　
太

　
〃

吉
　
　
備

幡
　
　
多

阿
万
（
麻
）

井
　
　
隈

田
　
　
上

海
　
　
部

凡
海
部

阿
曇
部

海
部

凡
海
部

海
神
社

海
部
直

海
部
屯
倉

海
部

賀
多
潜
女

大
海
連

吉
備
里
海
部

海
神
社

野
島
海
人

御
原
海
人

大
和
大
国
魂
神
社

牟
屋
海

海
部

海
部

海
直
（
大
和
連
）

安
曇
部
（
安
曇
宿
祢
）

天
石
門
別
豊
玉
比
売
神
社

和
多
都
美
豊
玉
比
売
神
社

長
邑
海
人

　三平
正　　戸
　実木

　
式

続
　
　
紀

　
紀

平
　
　
木

　
式

平
　
　
木

　抄
抄・ 〃紀式〃

式

平
　
　
木

　
〃

　
〃

三
　
　
実

紀〃式〃

一107一



海人族と神武東征物語（黛）

対壱　肥　　　豊豊　　　筑雷
〃　　　〃　〃〃〃〃　　〃〃〃〃　海
　　　　　　　　　　　　　　一SL道　馬岐　前　　　　後前　　　　　　　　　　　　　　91J〕

土　讃　　阿
　〃　　 〃　〃

佐　岐　　波

　上石松三海海海
〃

　県田浦根部部部

上　　糟那恰
三〃〃
毛　　屋珂土

高山大　　那
　　　〃　〃

岡田内　　賀

大
家

塔　志阿海海
　〃

里　珂曇部部

海　入山
　海

部　野代

志
加
海
神
社

磯
鹿
海
人
・
志
賀
村
白
水
郎

海
　
部

海
部
君
族

阿
曇
部

白
水
郎

海
部
公

速
吸
目
女
神
社

海
部
直

白
水
郎

海
神
社

和
多
都
美
神
社

和
多
都
美
御
子
神
社

那
賀
潜
女

宇
奈
為
（
海
坐
ヵ
）
神
社

阿
曇
山
背
連
・
山
代
忌
寸
大
海
全
子

海
・
安
曇

　　　　肥　続豊　　　紀
〃〃式〃式　〃〃戸・式〃〃抄
　　　　風　紀風　　　万

　平　紀
抄　戸：〃式
　木更

国
名
一
郡
名
郷
（
里
）
名

出

典
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〃〃

下
　
　
県

　
〃

和
多
都
美
神
社

和
多
都
美
神
社

〃〃

二
　
海
人
族
の
検
証
－
そ
の
二

海人族と神武東征物語（黛）

　
右
表
は
古
代
文
献
か
ら
一
見
し
て
明
ら
か
な
も
の
を
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
更
に
加
う
べ
き
も
の
が
あ
り
そ
う
で
あ

る
。　

先
ず
、
記
紀
で
ワ
タ
ツ
ミ
三
神
と
同
時
に
現
れ
た
ス
ミ
ノ
エ
（
ツ
ツ
ノ
ヲ
）
三
神
を
祀
る
住
吉
神
社
、
お
よ
び
そ
れ
と
ゆ
か
り
の
あ

る
諸
社
は
注
意
さ
れ
て
よ
い
し
、
し
た
が
っ
て
住
吉
郷
お
よ
び
住
吉
部
類
神
の
鎮
座
地
も
見
逃
す
わ
け
に
は
行
く
ま
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
「
住
吉
大
社
神
代
記
」
に
よ
れ
ば
「
凡
太
神
宮
所
在
九
箇
処
」
で
、
そ
の
中
に
「
播
磨
国
賀
茂
郡
住
吉
酒
見
社
～
肚
三
燗
」
と
あ
り
、
し

た
が
っ
て
尾
張
・
能
登
・
筑
後
な
ど
に
あ
る
酒
見
の
地
名
が
こ
れ
と
関
係
が
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
ほ
か
、
部
類
神
「
播
磨
国
明
石
郡

垂
水
明
神
」
が
「
延
喜
式
」
の
「
海
神
社
」
　
（
武
田
本
の
古
訓
タ
ル
ミ
ノ
神
社
）
で
あ
る
が
、
・
「
地
名
辞
書
」
に
「
垂
水
の
名
義
に
就

き
播
州
名
所
図
会
は
『
薄
野
よ
り
西
舞
子
ま
で
二
村
に
わ
た
り
て
、
海
岸
に
水
の
垂
る
、
処
あ
、
り
し
も
今
は
な
し
、
海
舟
の
用
水
を
取

り
し
所
也
』
と
述
ぶ
れ
ど
、
垂
水
は
海
神
の
氏
子
氏
人
の
称
号
な
る
事
、
摂
州
住
吉
丼
に
垂
水
神
社
に
見
ゆ
る
如
し
、
必
し
も
垂
水
の

　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

泉
の
有
無
を
問
は
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
垂
水
の
地
名
も
海
人
族
の
分
布
に
か
か
わ
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
垂
井
も
垂

水
の
転
設
で
あ
ろ
う
か
ら
、
採
る
こ
と
に
す
る

　
現
在
は
樽
見
・
樽
味
・
足
見
な
ど
と
記
さ
れ
る
例
も
多
い
が
、
こ
れ
ら
も
す
べ
て
垂
水
と
同
じ
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
因
み
に
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

石
・
赤
石
も
海
人
族
関
係
地
名
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

一109一



海人族と神武東征物語（黛）

　
な
お
、
阿
曇
・
海
部
・
物
忌
・
等
祢
な
ど
海
人
族
の
氏
名
に
因
む
地
名
で
、
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
八
太
・
倭
太
で
は
な
か
ろ
う

か
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
佐
伯
有
清
氏
の
「
校
訂
新
撰
姓
氏
録
」
に
よ
れ
ば
「
右
京
神
別
下
」
の
「
八
木
造
」
は
橋
本
稲
彦
校
本
・
古
今
要
覧
稿
本
・
皇
学
叢

本
・
神
典
本
に
「
八
太
造
」
と
あ
る
と
い
う
。
い
ま
、
に
わ
か
に
そ
の
是
非
を
定
め
難
い
が
、
古
写
本
い
ず
れ
も
「
八
木
造
」
で
あ
る

か
ら
、
一
応
は
こ
れ
が
正
し
い
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
　
「
八
太
造
」
も
捨
て
難
い
。
と
い
う
の
は
、
　
「
和
名
抄
」
に
よ
る
と
伊
勢
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

壱
志
郡
・
但
馬
国
二
方
郡
に
「
入
太
郷
」
が
あ
り
、
前
者
に
「
鉢
多
」
、
後
者
に
「
波
多
」
の
訓
が
あ
り
、
前
者
は
式
内
波
多
神
社
の
所

（
1
3
）

在
地
、
後
者
は
「
東
大
寺
奴
脾
帳
」
の
波
大
郷
の
地
と
考
え
ら
れ
、
　
「
ハ
タ
」
と
い
う
氏
名
・
地
名
・
神
名
が
存
在
し
た
こ
と
、
　
「
ハ

タ
」
が
古
代
朝
鮮
語
の
「
パ
タ
」
と
同
源
で
海
を
意
味
す
る
語
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
こ
と
な
ど
を
勘
案
す
る
と
、
海
人
族
の
中
に

「
八
太
造
」
が
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
（
地
名
表
記
と
し
て
は
八
太
・
八
田
・
波
多
・
幡
多
・
伴
太
・
判
太
・
畑
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

半
田
な
ど
が
あ
る
）
　
「
八
木
造
」
の
方
も
「
続
紀
」
に
「
陽
疑
造
」
、
金
石
文
に
「
楊
貴
氏
」
、
地
名
に
養
脅
郷
（
但
馬
国
養
父
郡
）
・
養

（
1
7
）

宜
郷
（
淡
路
国
三
原
郡
）
な
ど
が
あ
り
（
現
在
の
表
記
は
八
木
が
多
い
）
一
概
に
斥
け
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
と
り
あ
え
ず
両
者
を
採

っ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　
倭
太
に
つ
い
て
佐
伯
氏
は
前
掲
書
の
「
姓
氏
名
の
索
引
」
に
お
い
て
「
倭
画
師
」
と
「
倭
川
原
忌
寸
」
と
の
間
に
こ
れ
を
収
め
て
い

る
か
ら
、
多
分
「
ヤ
マ
ト
ノ
オ
ホ
」
と
訓
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
が
海
人
族
で
あ
る
こ
と
を
想
え
ば
、
　
「
ワ
タ
」
と
訓
む
べ
き

で
は
な
か
ろ
う
か
。
和
名
抄
に
よ
れ
ば
参
河
国
八
名
郡
・
同
国
渥
美
郡
お
よ
び
相
模
国
大
住
郡
に
和
太
郷
が
あ
り
、
三
河
国
内
神
明
名

（
1
8
）

帳
に
「
正
五
位
下
和
田
天
神
　
坐
同
（
八
名
）
郡
」
と
あ
り
、
現
豊
橋
市
の
和
田
（
市
街
地
の
北
方
七
粁
、
豊
川
東
岸
、
姫
街
道
の
北

に
あ
る
）
は
そ
の
遺
称
地
と
推
定
き
れ
る
こ
と
も
傍
証
と
な
ろ
う
。
和
田
は
一
般
に
「
ワ
ダ
」
と
訓
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
　
「
和
田

の
原
」
が
海
原
の
意
味
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
ワ
タ
」
と
訓
む
の
が
本
来
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
和
田
を
「
ワ
タ
」
と
訓
む
の
は
音
訓
混
用
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海人族と神武東征物語（黛）

で
あ
り
、
本
来
、
倭
太
・
和
太
と
表
記
し
た
も
の
が
、
後
世
和
田
と
誤
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
推
定
き
れ
る
。
し
た
が
っ
て
輪
田

の
表
記
は
後
世
的
な
が
ら
二
字
い
ず
れ
も
訓
続
で
混
乱
が
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
和
名
抄
が
、
和
泉
国
大
鳥
郡
の
和
田
郷
に
　
「
迩
岐
多
（
高
山
寺
本
）
」
　
「
爾
木
多
（
大

　
　
　
　
　
（
1
9
）

東
急
記
念
文
庫
本
）
」
と
訓
註
を
施
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
新
撰
姓
氏
録
」
和
泉
国
神
別
の
和
太
連
・
和
田
首
も

「
ニ
ギ
タ
ノ
ム
ラ
ジ
・
ニ
ギ
タ
ノ
オ
ビ
ト
」
と
訓
ま
れ
て
い
る
（
佐
伯
氏
前
掲
書
、
太
田
亮
「
姓
氏
家
系
大
辞
典
」
、
栗
田
寛
「
新
撰
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
　
　
タ

氏
録
考
証
」
）
。
　
「
大
日
本
地
名
辞
書
」
に
は
「
爾
木
多
を
後
世
美
木
多
に
誰
る
、
又
和
字
を
音
読
し
て
輪
田
と
も
唱
へ
た
り
。
」
「
或
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

云
、
和
田
の
一
党
に
て
岸
村
に
住
し
け
れ
ば
岸
和
田
と
称
す
と
」
な
ど
と
見
え
、
現
に
堺
市
の
南
部
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
地
内
に
美

木
多
、
そ
の
南
光
明
池
を
隔
て
た
和
泉
市
内
に
和
田
の
地
名
が
併
存
す
る
。

　
「
ニ
キ
タ
」
と
「
ワ
タ
」
と
敦
れ
が
本
来
の
地
名
で
あ
ろ
う
か
。
想
う
に
、
本
来
ワ
タ
で
、
こ
れ
に
和
太
な
ど
を
充
て
て
い
た
が
、

や
が
て
和
田
と
記
す
よ
う
に
な
る
と
、
音
訓
混
用
は
お
か
し
い
と
し
て
、
二
字
訓
読
す
べ
し
と
す
る
考
え
が
生
ま
れ
る
。
和
名
抄
の
著

者
源
順
な
ど
は
そ
の
一
人
で
は
な
か
っ
た
か
。
右
の
想
像
を
支
持
す
る
も
の
は
現
地
周
辺
の
八
木
・
八
田
・
畑
・
和
田
な
ど
の
地
名
の

存
在
で
あ
る
。
こ
れ
ら
海
人
族
関
係
地
名
の
多
数
存
在
す
る
こ
と
は
、
問
題
の
和
田
が
本
来
ワ
タ
で
あ
り
、
後
世
、
学
者
の
さ
か
し
ら

で
ニ
キ
タ
と
訓
ま
れ
る
に
至
っ
た
と
す
る
右
の
推
定
を
援
け
る
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
和
泉
国
の
和
田
も
海
人
族
ゆ
か
り
の
地
名
と
し
て

差
支
え
な
い
も
の
と
考
え
る
が
、
こ
の
こ
と
は
後
述
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
さ
ら
に
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
「
ニ
キ
」
の

「
キ
」
は
甲
類
（
現
伎
・
丹
杵
）
、
「
爾
木
多
」
　
「
美
木
多
」
の
「
木
」
は
乙
類
（
迩
岐
多
の
岐
は
甲
類
）
で
あ
り
、
　
「
ニ
キ
タ
」
の
訓

み
の
信
愚
性
に
か
か
わ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
次
に
「
ユ
ラ
」
　
（
由
良
・
油
良
）
の
地
名
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
京
都
府
宮
津
市
由
良
は
由
良
川
左
岸
の
河
口
に
臨
む
港
町
で
あ

っ
た
が
、
こ
こ
は
か
つ
て
の
丹
後
国
加
佐
郡
凡
海
（
和
名
抄
に
「
於
布
之
安
満
」
）
郷
の
地
か
と
推
定
さ
れ
る
。
　
「
地
名
辞
書
」
に
「
凡
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海人族と神武東征物語（黛）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
マ
マ
）

海
と
は
海
部
の
住
居
な
ら
ん
と
思
は
れ
、
延
喜
式
に
「
丹
後
国
生
讐
二
捧
、
十
二
隻
三
度
、
氷
頭
一
壺
。
背
腸
一
壺
」
と
見
ゆ
る
は
即

此
凡
海
氏
の
所
貢
な
る
べ
し
。
本
郡
に
し
て
北
海
の
鮭
の
折
る
は
由
良
川
な
れ
ば
、
今
の
由
良
村
神
崎
村
な
ど
に
あ
た
る
ご
と
し
L
と

　
　
　
　
（
2
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

云
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
一
証
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
延
喜
神
名
式
、
隠
岐
国
知
夫
郡
の
由
良
比
女
神
社
の
項
に
「
元
名
和
多
須
神
」
の

註
文
が
あ
り
、
こ
れ
が
当
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
由
良
比
女
は
航
海
神
で
あ
り
海
人
族
の
奉
斎
す
る
神
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
き
ら
に

紀
伊
国
海
部
郡
の
飛
地
が
名
草
・
在
田
二
郡
を
隔
て
て
そ
の
南
に
あ
り
、
其
処
に
由
良
の
地
が
あ
っ
た
こ
と
も
注
意
さ
れ
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
日
高
郡
余
戸
郷
の
地
を
近
世
南
海
部
郡
と
称
し
、
衣
奈
・
由
良
の
二
荘
に
分
け
た
事
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
名
草
（
名
草
・
海

部
二
郡
は
も
と
名
草
一
郡
）
を
北
海
部
と
い
っ
た
の
に
対
比
し
た
も
の
で
、
余
戸
は
即
ち
海
部
の
義
と
い
わ
れ
る
か
ら
、
労
々
以
て
由

良
も
海
人
族
に
関
係
す
る
地
名
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
　
「
地
名
辞
書
」
に
「
古
歌
に
由
良
の
門
と
よ
め
る
は
紀
伊
と
淡
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

両
所
あ
り
、
又
丹
後
に
も
あ
り
、
同
名
異
所
と
知
る
べ
し
、
皆
海
部
の
住
宅
な
り
、
本
来
何
の
義
に
や
」
と
あ
る
の
が
参
考
と
な
る
。

　
な
お
、
淡
路
の
由
良
と
対
比
さ
れ
る
福
良
も
名
義
は
詳
か
で
な
い
が
、
古
来
南
海
道
の
重
要
渡
津
で
あ
り
、
且
由
良
と
と
も
に
阿
万

郷
に
含
ま
れ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
　
「
フ
ク
ラ
」
も
海
人
族
に
ゆ
か
り
の
地
名
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
表
記
は
福
良
・
福
浦
・
副
良
・
吹

浦
な
ど
が
あ
る
。

　
以
上
の
考
察
を
も
と
に
古
代
文
献
に
徴
証
の
あ
る
も
の
、
平
安
以
降
の
庄
園
名
を
次
表
に
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。
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（
第
二
表
）

国
　
　
名

大護
〃

和5

郡
　
　
名

高
　
　
市

山
　
　
辺

郷
（
里
）
名

波
　
　
多

波
多
神
社

波
多
杣

出
　
　
典

荘抄



海人族と神武東征物語（黛）

　和河
〃

　泉内

〃

摂

〃〃
津

〃〃〃〃〃〃

〔
東
海
道
〕

伊
勢

〃〃尾
張

〃〃〃三
河

〃〃〃

有武八兎豊三　住和和日大石
　　　　　　〃
馬庫部原嶋嶋　吉泉泉根鳥川

　渥碧八山　海中　壱鈴
〃　　　　　　　〃　　　　〃

　美海名田　部嶋　志鹿

波
多
（
太
）

和
田

八
木

幡広宇住

多田治吉

船八神八

　戸
木田力太

和
太

和
太

幡
太

岸
和
田
庄

波
太
神
社

夜
疑
神
社

波
多
神
社

住
吉
坐
神
社

船
玉
神
社

和
田
泊

垂
水
神
社
・
垂
水
牧
（
庄
）

住
吉
神
社

大
輪
田
泊

広
田
神
社

和
田
厨
（
荘
）

垂
水
厨

波
多
神
社

酒
見
神
社
・
酒
見
厨

綿
神
社
（
国
帳
綿
天
神
、
一
作
和
田
）

和
田
荘
・
碧
海
荘

（
和
地
力
）

正
・
抄

荘式
抄
・
式

式〃

　抄行住　土
　　　th抄・　7式　〃
　式基抄　佐

　　　　　　式抄
〃抄荘抄帳〃抄・・荘荘
　　　　　　荘式
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海人族と神武東征物語（黛）

佐越越若Tt
〃　　　　　陸
渡中前狭芭

上美　近景
　〃　　〃〃　山

野濃　江書

下上　　相　　遠三
　　〃　〃　　　〃　〃

総総　　模　　江河

羽雑砺坂大

茂太波井飯

群本池愛　蒲
　　　　〃
馬巣田智　生

　海足大余蘂豊長宝
〃

　上下住綾原田下飯

八
田

八
多

八船　八船

木木　木木

船福垂和幡船　幡

木良水太多木　多

度
津
神
社

和
田
庄

和
田
庄

養
基
神
社

入
多
庄

羽
溜
荘

碧
海
荘

式〃抄〃荘 〃抄式〃抄荘 〃　〃〃〃〃抄荘抄荘

国
名

郡
名
郷
（
里
）
名

出
典
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海人族と神武東征物語（黛）

〔
山
陽
道
〕

播
　
　
磨

　
〃〃〃

美備安

〃〃

作前芸

長
　
　
門

〃

隠　　出伯　〃但　丹丹田
　〃〃　　〃　　　〃　　陰
岐雲誓〃馬後波書

阿豊高安沼上真　賀賀明
　　　　　　　〃
武浦田芸田道嶋　茂古石

知飯嶋秋八二〃養竹与氷

夫石根鹿橋方〃父野謝上

住船船船幡垂酒住住住

吉木木木多水見吉吉吉

由波副　由八　養船
　　臭　　“
良多畢　良太　書木

住
吉
坐
荒
御
魂
神
社

住
吉
垂
水
神

住
吉
酒
見
神

由
良
比
女
神
社

垂
水
神
社

養
脅
駅
・
八
木
庄

夜
伎
村
坐
神
社

和
田
庄
・
由
良
庄

籠
神
社
・
海
部
直

　　　　　　　　孕
抄式””””抄”住〃抄
　　　　　　　　吉

抄風藤　　　　抄　海
・・ ｮ〃抄式麹撫
式抄木　　　　荘　図
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海人族と神武東征物語（黛）

　
さ
て
、
こ
の
表
に
は
出
て
い
な
い
が
、
歴
史
的
徴
証
を
欠
く
も
の
の
、
そ
の
存
在
を
無
視
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
地
名
を
更
に
蒐
集

し
て
次
に
列
挙
す
る
。
但
、
調
査
洩
れ
の
も
の
が
、
な
お
多
か
ろ
う
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
し
、
選
択
の
基
準
を
確
立
し
難
く
、
取

捨
の
判
断
に
迷
っ
た
も
の
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
を
予
め
断
っ
て
お
き
た
い
。

対壱肥豊筑　筑囲
　　　　　〃　海
馬岐後後後前芭

土讃阿　　淡　紀露
　　　〃〃〃　〃〃　海
佐岐波　　路、伊営

下壱天大御志那

県岐草分井摩珂

幡那那

多珂賀

〃　〃

三津安名伊

原名諦草都

波伴伴

太太太

垂大阿養幡　幡

水野万宜多　陀

住
吉
神
社

住
吉
神
社

住
吉
神
社

波
多
江
庄

幡
多
庄

由
良
湊
神
社
・
由
良
駅

大
和
大
国
魂
神
社

福
良
駅

酒
見
君

丹
生
川
上
天
手
力
男
意
気
続
々
流
住
吉
大
神

和
田
庄

〃式抄〃抄荘式
抄　　　　抄　平　住
・抄正式抄・式　荘
荘　　　　式　木　吉

国

名

郡

名

郷
（
里
）
名

出

典
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海人族と神武東征物語（黛）

　　　　大　　　 和河　　　摂山霞
〃〃　〃　〃　〃　　〃　〃　〃　〃　〃　〃　　〃　　〃　〃　〃　〃　11

　　　　和　　　泉内　　　津城巴

　　　　奈　　　　　 大　大　　　　　大京
〃　〃　〃　〃　〃　　〃　〃　〃　〃　〃　〃　　〃　　〃　〃　〃　〃　〃

　　　　良　　　　　　阪　阪　　　　　阪都

橿　北大生奈　泉泉貝和岸　南門三西伊高大豊京
〃畷　〃　　和堺河

原　城山駒良　南南塚泉田　内真田宮丹槻阪能都

河
合

香
芝

熊
取

甲由 太
子

西能右
淀

川勢京

和畑大安和小犬和樽畑和八八畑岸渡富天安大垂垂
田
・
和
田
・
和
田
川
・
畑

木
・
八
田
・
畑
・
畑
・
阿
間
ケ
滝

　
田

」

　
井

　
田

飼
・
畑

和
田
・
和
田

　
田

曇
田

輪
田田

箕
山

水
・
和
田

和
田

　
満

　
津

　
倉

　
多

和
田
・
大
和
田

国
　
名
一
府
　
県
一
郡
　
市
一
区
町
村

（
第
三
表
）
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海人族と神武東征物語（黛）

国
名
府
県
郡
市
区
町
村

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大
〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃ll〃〃〃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈
〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　良

　　　宇
〃　〃　〃　　 〃　〃　〃

　　　陀

　　　　　　　　　　　　　吉五御
〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃

　　　　　　　　　　　　　野条所

大菟東　　吉　　川　上　 下

〃宇〃田吉〃〃〃〃　〃〃〃〃　〃〃北〃〃〃北
陀　野野　　　 野　　　上　　山　　 山

和稲大平西北色新南東北　白北小西白寺浦下下八和
　　　　　楢　国塩迫和　垣池桑甲黒
田戸神野谷井生子棟川谷 屋田橡原川内向原原犬

　　　　　　　　　飼

小
和
田

和
田
・
和
田
ノ
上
・
和
田
ノ
高

和
田

和
田

和
田
ノ
込
・
住
吉

和
田
・
和
田
山

奥
和
田
・
申
和
田
・
下
和
田

大
和
田
・
木
和
田

和
田
坂

和
田
・
和
田
ノ
坂

和
田
平
・
ワ
ダ
キ

和
田
ノ
上

和
田
・
和
田
山
・
小
和
田
上

和
田
山
・
小
和
田

和
田

和
田
・
和
田
ノ
上

小
和
田
・
小
和
田
前
・
小
和
田
垣
内
・
小
和
田
上
・
和
田
垣
内

和
田

和
田
・
和
田
ノ
上
・
和
田
ノ
下
・
和
田
ノ
前

和
田
峠
道
ノ
下
・
和
田
境
目
道
ノ
下
・
和
田
畑

和
田
口
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海人族と神武東征物語（黛）

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

〔
東
海
道
〕

伊
賀

　
〃

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

三

重

〃

〃〃〃〃〃〃〃〃〃

桜

〃〃
井

〃〃〃〃〃

橿天磯

　　　〃
原理城

名
　
張

阿
　
山

〃

　
〃室

生
〃

榛

〃〃
原

〃〃〃．
〃

〃〃〃〃〃〃

　田

〃原〃
本

〃〃

大
山
田

赤自桧母山関大三守田
　　　　　　　木
埴明牧里路戸野松道原

南
音
羽

海味江箸外桜初和百

知間包中山井瀬田市

東
竹
田

常
盤

小
波
多

畑
村

小
和
田
・
コ
ワ
タ

和
田
峠

ワ
タ
ヤ
マ

ワ
タ
ヤ
マ

和
田
下
・
和
田
屋
敷

和
田

ワ
タ

和
田
峠

和
田
屋
敷
ノ
西
・
和
田
屋
舗
ノ
上

和
田
ノ
浦

和
田

和
田
・
和
田
前

和
田
口

和
田
山

綿
ノ
谷

和
田
・
上
和
田

ワ
ダ
ノ
ク
ボ

和
田
ノ
坪

ミ
ナ
ミ
ワ
タ

和
田
深
ケ
・
和
田
広
芝

和
田
深
ケ
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海人族と神武東征物語（黛）

国
　
　
名

　甲　伊　駿　　　遠三　尾伊
〃〃　〃〃　〃〃　〃〃〃〃〃〃〃　〃　〃〃　〃

　斐　豆　河　　　江河　張勢
府
　
　
県

　山　　　　　　　　　　静　　　愛　三
〃〃　　〃〃〃〃〃〃　〃〃〃〃〃〃〃　　〃〃〃〃　　〃

　梨　　　　　　　　　 岡　　　知　重

郡
　
　
市
　
　
区
町
村

　南甲賀熱賀裾清静周　　榛小掛浜浜南西常一江鈴員
〃巨　　　　　　　　　〃〃　　　　　設
　摩府茂海茂野水岡智　　原笠川松名楽尾滑宮南鹿弁

員
　
　
弁

作
　
　
手

新
　
　
居

春相吉川菊

野良田根川

松
　
　
崎

土
　
　
肥

南
　
　
部

身
　
　
延

畑
新
田

畑和
田

大
和
・
和
田

樽
水

大
和
田

和
田
・
木
和
田
・
大
和
田

住
吉

和
田
・
和
田

大
和
田
・
和
田

和
田

大
和
田

住
吉

和
田

和
田
之
谷

和
田
・
大
和
田

和
田
島
・
八
木
間

下
和
田

入
木
山

和
田
木
・
和
田
町

八
木
沢

和
田
・
和
田
平
町

八
木
沢
・
大
和

和
田
・
下
八
木
沢
・
上
八
木
沢
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海人族と神武東征物語（黛）

〃〃〃〃〃

　　相

〃　　　　〃

　　模

〃〃〃〃〃〃

武

〃〃
蔵

〃〃〃〃〃〃〃〃〃

〃〃〃〃〃

　　神

〃奈〃
　　川

〃〃〃〃〃〃〃〃〃

　
〃

東
　
京

　
〃〃〃〃〃

　
〃

埼
　

玉

　横三　津相大茅足足南南北大　北中
〃　　〃久模　ケ柄柄足都都　〃巨巨
　浜浦　井原和崎下上柄留留月　摩摩

〃

秩五青八多西
　日　王　多
父市梅子摩摩

長須八

坂玉田

上
野
原

秋
　

山

真山

鶴北

城
　

山

藤
　

野

檜杉中　保戸
　　　中ま

原並央　谷塚

小
鹿
野

和
田
・
和
田

和
田
・
大
八
田

上
和
田
・
下
和
田
・
小
和
田

小
和
田

小
和
田

和
田
河
原

畑
・
畑

福
浦

小
和
田

上
和
田
・
下
和
田

中
和
田

大
和

和
田
・
新
和
田
・
和
田
峠

和和明和和和和

田田石田田田田

和
田
・
日
影
和
田

大
和
田
・
和
田
・
和
田
内
・
八
木
・
大
垂
水
峠

和
田
・
日
向
和
田
・
日
影
和
田

小
和
田

和
田
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海人族と神武東征物語（黛）

　　　　　　　　　　　　下　　　　　　　　　武
〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　　 〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃

　　　　　　　　　　　　総　　　　　　　　 蔵

　　　　　　　　　　　　千　　　　　　　　　埼
〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　　 〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　t！

　　　　　　　　　　　　葉　　　　　　　　 玉

銚　香佐香　　印成四千八船野朝三北羽行大本　　比
　〃　 〃〃　街千　　葛　　〃〃
子　取原取　　旛田道葉代橋田霞郷飾生田里庄　　企

多東　下　印本

　　　栄
古庄　総　旛埜

幸　　妻　越吉玉

手　　沼　生見川

和
　
田

大
和
田

箕
和
田
・
西
和
田

沼
和
田

八
木
田
・
葛
和
田

和
　
田

住
　
吉

宇
和
田

花
和
田

大
和
田

大
和
田

八
木
ケ
谷

大
和
田

畑
・
大
和
田

和
　
田

和
　
田

和
田
・
天
辺
（
？
）

蕪
和
田

和
　
田

大
和
田

西
和
田

東
和
田

南
和
田

八
木
・
和
田

国
名
一
府
県

郡
市

区
町
村
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海人族と神武東征物語（黛）

〃

上

〃〃
総

〃〃〃〃〃
常下　安

〃　〃　〃〃　〃

陸総　房
〃〃〃〃〃〃〃〃〃

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

　
〃

茨
　
　
城

　
〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

山匝海
〃

武瑳上

　鹿真筑新　稲北猿館鴨安富君　夷市
〃　　　　〃　相　　　　　　 〃　　〃

　島壁波治　敷馬島山川房津津　隅原

久日水
〃

慈立戸

成松横野飯

東尾芝栄岡

大
　
　
原

夷
　
　
隅

和
　
　
田

鹿鉾大大筑出桜牛藤三

島田洋和波島川久代和

水
　
　
府

入
　
木

和
田

八
　
田

大
和
田

和
　
田

大
和
田
・
池
和
田

大
和
田

柿
和
田

大
和
田
・
大
和
田
・
黄
和
田
畑

西
大
和
田
・
東
大
和
田
・
大
和
田
・
八
田
沼

波
多
谷
・
岡
波
多
・
和
田

畑畑
・
大
和
田

上
和
田
・
大
和
田
・
新
和
田

和
　
田

東
大
和
田
・
大
和
田

和
田
岬

大
和
田

小
和
田
・
明
石

羽
　
田

和
田

大
和
田

明
　
石

大
和
田
・
河
和
田

大
和
田

和
田

一　123　一



海人族と神武東征物語（黛）

飛　　　　　　美　　　　　　　近景
　〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃山
騨　　　　　　濃　　　　　　　江喜

　　　　　　　　　岐　　　　　　　　　　　滋
〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃

　　　　　　　　　阜　　　　　　　　　　　賀

大　恵武本海　揖　養不高浅坂彦愛神近八　　甲大
〃　　〃〃　　　　知〃〃

野　那儀巣津　斐　老破島井田根知崎幡市　　賀津

高遠蛭上根海池揖養上垂安虎近
　　　之　　　斐　石　曇
根山川保尾津田川老津井川姫江

能
登
川

秦
荘

甲甲信

賀西楽

日和和和樽大八和和和
和　　田　和
田田田野見田木田田田

畑畑由
良
谷
川
・
八
田
ケ
谷

和
　
田

上
・
中
・
下
羽
田

八
　
木

和
　
田

下
八
木
・
北
八
木

和
　
田

多
和
田

和
田
・
上
八
木
・
下
八
木
・
八
木
浜

畑

国
名

府
県

郡
市

区
町
村
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海人族と神武東征物語（黛）

　　　　　　下　　　　　上　　　　　　　　　　 信

〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　　〃　〃　〃　〃　〃　　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃

　　　　　　野　　　　　野　　　　　　　　　　 濃

　　　　　　栃　　　　　群　　　　　　　　　　 長

〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　　〃　〃　〃　〃　〃　　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃

　　　　　　木　　　　　馬　　　　　　　　　　野

今　塩芳下栃鹿小太利勢甘北吾飯下長　南小小上南北松下
　〃　　都　　　　　　群　　高　〃佐　　 安安　伊
市谷賀賀木沼山田根多楽馬妻山井野久諸県田曇曇本那

喜高二壬
連根

川沢宮生

水黒妙子吾　山　八南　和　堀松
　保　　　　ノ　千相
上根義持妻　内　穂木　田　金川

南
信
濃

和南和大福沼大福由矢八八八羽犬和和畑和和和八住大和和
　和和和和和　木木木木　　　　木田田田田田田田良良沢原連沢田飼田田　田田田沢吉田田・

和
　
・
北
和
田
（
穂
高
神
社
社
家
和
田
・
犬
飼
姓
）

田
下
和
田

一　125一



海人族と神武東征物語（黛）

能　　加　　　　　　　　越　　　　若晃
　〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃陸
登　賀　　　　　前　　狭菖

〃

下

野

　　石
〃〃〃　　〃　〃　〃〃　〃〃　〃　〃　〃　〃〃　”　”

　　川

福

井

〃

栃

木

七能金松　坂福　丹鯖武　南三小　遠大
　　　　〃　　　　〃　　　　　〃　　　　　〃

尾美沢任　井井　生江生　条方1浜　敷飯

大
田
原

黒
　
磯

寺　　坂丸　清宮

井　　井岡　水崎

今河美

庄野浜

高
　
浜

名
田
庄

上
　
中

八和八八河笹和和八和畑多八和和海小小
　　　和和
田田・田田田田田田。

田
　
矢
木

田
　
和
田
川
・
河
和
田

和
田
・
和
田
山
・
畑
・
畑
村

和
田

士
坂

田
戸
岬

　
田

　
田

留
美
谷

西
八
木
沢

北
和
田

〔
参
考
　
山
形
・
鶴
岡
・
由
良
〕

〔
　
　
　
〃
　
・
飽
海
・
遊
佐
・
吹
浦
〕

国

名

府

県

郡

市

区
町
村
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海人族と神武東征物語（黛）

〔
山
陰
道
〕

丹
　
　
波

　
〃〃

　佐　　　　　　　　　　　越　　　越
〃　　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　　〃　〃　〃　　〃　〃　〃

　渡　　　　　　　　　　 後　　　中

　　京
〃　〃

　　都

　　　　　　　　　　　　新　　　富
〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　　〃　〃　〃　　〃　〃　〃

　　　　　　　　　　　　潟　　　山

　　船
〃　〃

　　井

羽
　
咋

鳳
　
至

輪
　
島

上
新
川

　
〃

高
　
岡

砺
　
波

糸
魚
川

東
頚
城

　
〃

南
魚
沼

北
魚
沼

　
〃

　
〃

三
　
島

五
　
泉

新
　
潟

東
蒲
原

岩
　
船

佐
　
渡

　
〃

‘日園八

吉部木

金相．関津

井川川川

寺広湯堀大大安
　　之之
泊神谷内和島塚’

大大　門富
沢

野山　前来

八
木
、
和
田

南
和
田

和
田
・
畑
郷

福
浦
・
酒
見
・
和
田

和
田
・
樽
見

海
　
士
　
　
、

和
　
田

八
木
山
－

和
　
田

和
田
川
・
矢
木

大
和
川
・

和
　
田

木
和
田
原

赤
　
石

和
　
田

蓑
和
田

和
　
田

大
和
田

猿
和
田

和
　
田

雲
和
田

小
和
田

羽
田
・
海
士
町

大
和
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，

海人族と神武東征物語（黛）

国
　
　
名

丹
　
波

　
〃〃〃

　
〃

丹
　
後

　
〃〃〃〃〃〃〃

丹
　

波

　
〃〃〃〃

　
〃

但
　
馬

　
〃〃〃〃

府

県
冨
市
一
区
町
村

京
　
都

　
〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

兵
　
庫

　
〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

　竹与宮舞加天福綾北船
〃　　　　　　知　桑
　野謝津鶴佐田山部田井

　　氷

〃

　　上

　　多熊

〃　　　　　　　〃

　　紀野

〃

　養朝
〃　　　　〃

　父来

〃〃

瑞
　
穂

京
　

北

夜
久
野

大
　
江

関八大養和青市氷山篠今久網弥丹加
　　　　田　　　　　　美
宮鹿屋父山垣島上南山田浜野栄後悦

和
田
・
八
田
・
口
八
田

明
石

東
八
田
・
西
八
田

樽
水
・
上
（
下
）
天
津

畑和
田
垣
内

八
田
・
和
田

由
良
・
畑

和
田
・
明
石

畑和
田
野

和
田
・
日
和
田

海
士
・
畑
・
八
木
神
社

和
田
寺
山

和
田
・
垂
水

和
田
・
北
和
田

北
由
良
・
南
由
良

下
樽
井

和
田

和
田
山
・
東
和
田
・
和
田

畑和
田
・
由
良
・
樽
見

八
木

入
木
谷
・
和
多
田
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海人族と神武東征物語（黛）

　　　　　　　　　　出　　　　伯　　因
〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　　〃　〃　〃　〃　　〃　〃　　〃　〃　〃　〃　〃　〃

　　　　　　　　　　雲　　　　者　　幡

　　　　　　　　　　島　　　　　　 鳥

〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　／！　〃　〃　〃　　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　　〃　〃　〃　〃　〃　〃

　　　　　　　　　　根　　　　　　　取

　鹿益邑那浜八　飯簸安米西　東倉岩　八　美　城豊出
〃　〃　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　〃　　　　　〃　　〃　　〃

　足田智賀田東　石川来子伯　伯吉美　頭　方　崎岡石

津
和
野

日
　
原

六
日
市

旭瑞
穂

美赤頓湖
保

関来原陵

中大東　福佐智浜村香竹　但

山栄郷部治頭坂岡住野東

畑赤
　
石

和
　
田

畑
・
油
良

和
　
田

和
　
田

樽
見
・
波
多

畑海
士
・
海
士
島

和
　
田

長
和
田

由
良
宿

住
　
吉

上
和
田
・
下
和
田

和
　
田

畑小
和
田

（
小
田
）
和
田

福和和和波

浦田田田多

和
田
・
畑

畑月
和
田
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海人族と神武東征物語（黛）

　　　　備　　　美備　　　　　　播田　出
〃〃〃〃〃〃〃〃　〃〃ク〃〃〃〃〃〃陽
　　　　前　　　作前　　　　　　磨喜　雲

　　　　　　　　　岡　　　　　　　　　　兵
〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　　〃　〃　〃　〃　〃　／1　〃　”　”　”

　　　　　　　　　山　　　　　　　　　　庫

国
名

府
県

島
根

玉邑　児備真御久苫勝赤龍西　加加小三加明神
　　〃　　　　　　　　　　　〃　古
野久　島前庭津米田田穂野脇　東川野木古石戸

郡
市

周
吉

長郷灘　落建申鏡勝

船内崎　合部央野央

社東
条

稲　垂

美　水

区
町
村

西
郷

押
部
谷
町
和
田

八
木

和
　
田

和
　
田

葉
多

畑西
垂
水
・
畑

東
垂
水
、
　
　
，

和
田
・
住
吉
町

住
吉

福
浦

和
　
田

和
田
。
寺
和
田
・
住
吉

和
田
北

和
田
南

垂
水
・
畑

畑
・
八
木
山
・
明
石

明
　
石

畑和
　
田

和
田
・
福
浦

八
田

一130一



海人族と神武東征物語（黛）

　　　　　　　　　　安　　備　　　　　　　　備
〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃　　〃〃　　〃〃〃〃〃〃〃〃　　”””
　　　　　　　　　芸　　後　　　　　　　　中

　　　　　　　　　　　　広
〃〃ll〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃　　〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃””
　　　　　　　　　　　　島

　佐広　山　賀　　豊三甲　神阿新井高笠後　小吉倉岡御
〃　　〃　呉　〃〃　　　〃　　　　　　　〃
　伯島　県　茂　　田原奴　石哲見原梁岡月　田備敷山津

廿湯　戸千　豊木東瀬　甲神油大
日　　河代　　　　戸
市来　内田　栄江野田　奴石木佐

芳美矢真

井星掛備

加
茂
川

明和八畑畑畑和明垂垂和大和畑畑足福畑福畑畑和畑畑和和
木

　
田

石
・
明
石
峠

畑・石・水・・谷田
田
　
和
田
谷

・
　
・
福
浦

水
福
浦

和田
　
赤
石

見良八浦
　　田

　
田

田
・
和
田
・
和
田
・
和
田
。
畑
・
半
田
・
幡
多

・
畑
・
幡
・
畠

・
和
田

　
田
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海人族と神武東征物語（黛）

〔
南
海
道
〕

紀
　
　
伊

〃〃〃〃

　　　　　長　　　　　　　　周安
〃　〃　〃　〃　〃　〃　　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃

　　　　　門　　　　　　　　防芸

三
　
重

　
〃

　
〃

　
〃

和
歌
山

　　　　　　　　　　　　　　山広
〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃

　　　　　　　　　　　　　　口島

橋尾　南熊
　　〃牟
本鷲　婁野

下大長　阿吉山防徳柳岩　大佐
　〃　　萩〃　　　　　　　〃〃
関　津門　　武敷口府山井国　　島伯

紀
和

紀
宝

日
置

油
谷

福　秋
　旭

栄　穂

大　東沖
　橘

島　和美

和
　
田

和
　
田

和
田
・
和
田
地

畑垂
　
　
井

畑和
　
田

油
良
・
樽
見

畑海
士
路
・
畑
・
保
高
島
・
福
良
島

畑
・
畑

畑畑
・
和
田

和
田
・
由
良
・
福
良

大
海
・
大
海
山
・
赤
石
鼻

和
　
田

畑畑青
海
島

畑畑畑
・
福
浦
・
海
士
郷

国
名
府
県
郡
市
区
町
村
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海人族と神武東征物語（黛）

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

　阿淡
〃　　　　〃

　波路

〃〃〃〃〃〃

　
〃

讃
　
　
岐

　
〃

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

　徳兵
〃　　　　〃

　島庫

〃〃〃〃〃〃

　　香

〃　　　〃

　　川

那
　
　
賀

　
〃

和
歌
山

　
〃

有
　
　
田

有
　
　
田

　
〃

日
　
　
高

　
〃

　三板小徳津　　東西
〃　　松　　〃〃牟牟〃
　好野島島名　　婁婁

坂高阿海
〃〃

出松南部

打
　
　
田

粉
　
　
河

沖
ノ
島

大美美由清広

塔山浜良水川

熊
野
川

本
　
　
宮

那
智
勝
浦

淡
　
　
路

海池山東三藍
　　　祖
　　　谷
南田城山婦住

古
和
田

和
　
田

和
田
川
（
和
田
庄
）

北
垂
水
・
南
垂
水

畑和
　
田

和
田
尾
山

由
良
・
畑

和
　
田

和
　
田

和
田
・
和
田
川

和
　
田

熊
野
坐
神
社
社
家
和
田
姓
・
東
和
田

下
和
田

大
和
島

和
田
・
八
多
・
日
和
田

和
田
島
・
和
田
鼻
・
和
田
津
開

住
吉

畑和
田
・
和
田
谷

大
和
川

大
和
川

福
良

住
吉

由
良
・
由
良
山
・
由
良
神
社

青
海
・
青
海
神
社
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海人族と神武東征物語（黛）

讃
岐

〃〃伊
予

〃〃〃〃〃〃〃土
佐

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

　　　　　　　　　高　　　　　　 愛　　香
〃〃〃〃〃　〃〃〃〃〃　　〃〃〃〃〃〃〃　　””
　　　　　　　　　知　　　　　　 媛　　川

宿土高土土吾長　香安安南南北喜大温松北　三綾

簿　　〃　宇宇宇　　〃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　豊歌毛水岡佐佐川岡　美芸芸和和和多洲泉山条

日　土伊大吉香

　　　　　我
高　佐野豊川美

北西内津内　川　　豊詫綾

川海海島子　内　　浜間上

仲
和
田
・
下
和
田

上
和
田
内

和
田
・
和
田
浜

波
田
・
和
田

由
良
・
樽
味
・
畑
（
繁
多
）
寺

和
田
丸

和
田
・
畑

和
　
田

｝
由
轟

樽
見
・
樽
見
鼻

和
　
田

和
　
田

和
田
ノ
谷

住
吉

和
　
田

八
　
田

和
　
田

和
　
田

大
和
田

和
　
田

和
田
・
福
良

国
名

府
県

郡
市

区
町
村
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海人族と神武東征物語（黛）

〔
西
海
道
〕

筑
　
前

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

筑
　
後

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

豊
　
前

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

大　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福
　〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃
分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡

中田築豊　築　北　　浮三山甘　北遠　宗鞍直飯糟　福
　　　　〃　〃九〃〃　　　　〃九　〃　　　　 〃

津川上前　上　州　　羽瀦門木　州賀　像手方塚屋　岡

新
吉
富

添
田

築椎小門浮吉田大三
　　倉　　　主
城田南司羽井丸川橋

八若岡玄　若
幡

西松垣海　宮

篠

　東南
栗

和
　
田

八
　
田
・

和
　
田

八
木
山
峠

畑
・
和
田

畑
・
八
木
山
川

畑
・
畑

畑畑
・
垂
水
峠

蛋
住
・
和
田
・
畑

畑
・
明
石
（
東
西
の
別
不
分
明
）

木
和
田

垂
　
見

酒
　
見

明
石
田
　
f
　
°

八
和
田

畑
　
田

畑畑東
八
田
・
西
八
田

畑八
田
・
畑

垂
水

畑和
　
田
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海人族と神武東征物語（黛）

　肥　　　肥　　　　　　　　　　　　　　豊
〃　　　〃　〃　〃　　　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　　　〃　〃

　後　　　前　　　　　　　　　　　　　　後

豊

前

　熊　　　佐
〃　　 〃　〃　〃　　　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　／1　11　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃

　本　　　賀

大

分

宇天杵伊東唐竹　　大南津白日大大杵東　西豊宇宇下
　　　万松　　〃〃　海久　　　　　国〃国響
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土草島里浦津田　　野部見杵田分分築東　東田佐佐毛

三竜山

角岳内

北
波
多

朝大犬鶴

地野飼見

湯
布
院

国大真

見田玉

本
耶
馬
漢

院
　
　
内

波和住南波和垂和住犬吹福畑和畑羽住住波和畑住和畑

多田川多川田水川吉飼浦良福・
多
　
・
海
士
・
半
田
・
波
多
島

多
　
・
波
多
八
幡

波
　
・
波
多
河
内
・
波
多
津

吉
　
・
住
吉
城

田
・
和
田

田
　
羽
田
・
垂
水
渡

・
　
良

田吉吉多田・江田
・浜崎方新畑・・
畑　　　田　住和
・　　　　　吉田
畑　　　　　 ・平

・　　　　　天・
福　　　　　津上
良　　　　　　船
　　　　　　　木

　　　　　　　下
　　　　　　　船
　　　　　　　木

国

名
一
府

県
一
郡

市
　
区
町
村
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日

〃〃〃
向

対薩大
〃　〃　〃〃〃〃〃〃

馬摩隅

長　　鹿　　　　 宮

　〃〃〃児〃〃〃〃〃〃　〃〃〃

崎　　島　　　　 崎

上鹿日肝囎北宮児延　　東宇　下
　児　　　諸　　　〃〃臼　〃益
県島置属麟県崎湯岡　　杵土　城

小砥

川用

推西北

葉郷浦

都
　
　
濃

吹内末山
　之

上浦吉田

峰

二
和
田

住
吉

住
吉

木
和
田
内

和
田

上
・
下
福
良

宇
和
田
・
和
田
越

木
和
田

住
吉
・
和
田

和
　
田

和
田
・
住
吉

垂
水

和
　
田

和
田

青
海
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海人族と神武東征物語（黛）

三
　
海
人
族
の
検
証
1
そ
の
三
1

　
さ
て
、
第
三
表
に
採
録
し
た
地
名
に
つ
い
て
も
、
は
る
か
後
世
の
命
名
で
あ
る
こ
と
の
明
ら
か
な
も
の
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
和

田
に
つ
い
て
い
え
ば
三
浦
和
田
氏
一
族
の
移
住
に
よ
る
も
の
が
あ
り
得
る
。
調
べ
の
つ
く
も
の
に
つ
い
て
は
表
か
ら
外
し
た
。
た
と
え

ば
長
野
市
東
和
田
・
西
和
田
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
は
念
の
為
採
録
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
。
住



海人族と神武東征物語（黛）

吉
な
ど
も
後
世
の
勧
請
に
よ
り
生
じ
た
地
名
も
少
な
く
な
い
が
、
こ
れ
も
同
前
の
理
由
で
採
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
の

方
か
ら
み
れ
ば
何
で
も
な
い
こ
と
も
、
こ
ち
ら
と
し
て
は
仲
々
解
決
が
難
し
い
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
た
と
え
、
そ
の
よ
う
な
例
が
混
じ
っ
て
い
て
も
、
大
勢
を
大
把
み
す
る
の
に
重
大
な
支
障
と
は
な
る
ま
い
と
思
う
。

　
そ
こ
で
、
次
に
神
武
東
征
の
際
の
諸
宮
の
位
置
を
第
一
～
第
三
表
を
参
照
し
な
が
ら
考
察
し
て
み
よ
う
。

四
　
神
武
東
征
諸
宮
と
海
人
族

　
　
　
イ
　
宇
沙
足
一
騰
宮
（
菟
狭
一
柱
騰
宮
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

　
宮
の
正
確
な
位
置
な
ど
、
も
と
よ
り
不
明
で
あ
る
が
、
宇
佐
地
方
が
九
州
最
古
の
前
方
後
円
墳
と
い
わ
れ
る
赤
塚
古
墳
の
所
在
か
ら

も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
早
く
か
ら
瀬
戸
内
海
の
水
上
交
通
を
媒
介
と
し
て
、
大
和
政
権
と
密
接
な
関
係
を
維
持
し
た
地
域
で
あ
る
こ
と

は
夙
に
知
ら
れ
て
い
る
。
邪
馬
台
国
宰
佐
説
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
、
早
く
か
ら
一
箇
の
地
方
政
権
の
誕
生
し
た
地
域
で
あ
ろ
う
こ

と
は
間
違
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

　
そ
こ
で
、
前
掲
諸
表
に
よ
っ
て
宇
佐
周
辺
の
海
人
族
の
分
布
を
検
証
し
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
、
宇
佐
地
方
の
中
央
部
を
貫
流
す
る
駅
館
川
を
上
流
へ
と
辿
る
と
、
宇
佐
郡
院
内
町
の
和
田
お
よ
び
和
田
平
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
。
古
典
（
万
葉
集
）
で
は
豊
前
国
の
白
水
郎
の
存
在
が
知
ら
れ
る
が
、
宇
佐
市
天
津
は
そ
れ
と
関
係
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

ま
た
、
宇
佐
市
に
住
江
・
住
吉
が
あ
る
し
、
山
国
川
の
中
流
、
本
耶
馬
漢
町
に
は
畑
が
あ
る
。
豊
前
国
上
三
毛
郡
は
今
で
は
隣
の
福
岡

県
に
編
入
さ
れ
、
築
城
郡
と
併
せ
て
築
上
郡
と
さ
れ
て
い
る
が
、
大
宝
二
年
の
戸
籍
に
よ
れ
ば
同
郡
塔
里
、
和
名
抄
の
多
布
郷
、
即
ち

現
在
の
大
坪
村
唐
原
（
ト
ウ
バ
ル
）
に
は
海
部
が
居
住
し
て
お
り
、
そ
の
北
に
隣
接
す
る
新
吉
富
村
に
は
垂
水
の
地
名
が
現
存
す
る
。
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海人族と神武東征物語（黛）

　
宇
佐
の
東
隣
国
東
半
島
で
は
豊
後
高
田
市
に
畑
が
ニ
ケ
所
、
西
国
東
郡
真
玉
町
に
和
田
新
田
（
当
然
和
田
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、

調
べ
が
及
ば
な
か
っ
た
）
、
大
田
村
に
波
多
方
、
東
国
東
郡
国
見
町
に
住
吉
崎
な
ど
、
海
人
族
に
ゆ
か
り
の
地
名
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
。　

宇
佐
と
海
人
族
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
徴
証
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
、
神
武
紀
に
「
勅
以
二
菟
狭
津
媛
一
、
賜
二
妻
之
於

侍
臣
天
種
子
命
一
。
天
種
子
命
、
是
中
臣
氏
之
遠
祖
也
」
と
あ
る
の
に
注
意
を
払
っ
て
お
き
た
い
。

　
菟
狭
国
造
の
祖
、
菟
狭
津
彦
・
菟
狭
津
媛
は
、
邪
馬
台
国
の
女
王
卑
弥
呼
と
、
そ
れ
を
佐
け
て
国
を
治
め
た
男
弟
と
の
ペ
ア
に
も
比

せ
ら
れ
る
べ
き
存
在
で
、
こ
れ
ら
の
場
合
両
老
相
侯
っ
て
一
箇
の
統
治
体
が
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
執
れ
か
一
方
を
欠
け

ば
、
そ
の
統
治
体
制
は
崩
壊
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
菟
狭
津
媛
が
天
種
子
命
の
妻
と
な
っ
た
と
い
う
記
事
は
に
わ
か
に
信
ず

る
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
「
国
造
本
紀
」
に
「
宇
佐
国
造
　
橿
原
朝
御
世
、
以
一
一
高
魂
尊
孫
宇
佐
都
彦
命
↓
定
二
賜
国
造
こ
と
あ
り
、
こ

れ
が
大
伴
氏
と
祖
神
を
同
じ
く
す
る
と
伝
え
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
も
と
よ
り
中
臣
氏
と
は
対
立
的
な
立
場
に
あ
っ
た
筈
で
あ

る
。
思
う
に
、
こ
の
地
方
に
後
世
中
臣
氏
が
勢
力
を
張
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
際
、
中
臣
氏
は
宇
佐
の
国
造
家
と
の
問
に
血
縁
関
係

を
設
定
し
て
、
権
威
の
補
強
を
は
か
っ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
当
地
方
に
中
臣
部
の
多
く
存
在
し
た
こ
と
は
種
々
の
微
証
が
あ
る

が
、
中
臣
氏
と
国
造
家
と
の
関
係
は
神
武
紀
以
外
に
明
証
が
な
い
。
と
に
も
か
く
に
も
、
前
後
脈
絡
の
な
い
不
自
然
な
記
事
と
い
う
他

は
な
い
の
で
あ
る
。

一140一

　
　
　
ロ
　
竺
紫
之
岡
田
宮
（
筑
紫
国
岡
水
門
）

　
宇
佐
の
次
の
滞
在
地
に
つ
い
て
古
事
記
は
岡
田
宮
に
一
年
と
し
、
書
紀
は
岡
水
門
に
十
一
月
九
日
か
ら
一
月
あ
ま
り
と
し
て
、
両
者

大
き
な
相
違
を
示
し
て
い
る
。
両
者
の
共
通
点
は
「
岡
」
の
地
名
で
あ
り
、
こ
れ
が
筑
前
国
遠
賀
郡
の
遠
賀
に
相
当
す
る
こ
と
は
間
違



海人族と神武東征物語（黛）

い
あ
る
ま
い
。
岡
田
宮
の
地
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
岡
水
門
な
ら
ば
福
岡
県
遠
賀
郡
芦
屋
町
の
遠
賀
川
河
口
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
滞
在
期
間
一
月
あ
ま
軌
ど
ず
る
書
紀
の
記
事
は
そ
れ
な
り
に
納
得
が
い
く
の
で
あ
る
。

さ
て
・
北
九
州
勢
が
海
人
族
の
一
蚕
鑑
で
あ
・
た
こ
と
は
既
に
太
田
亮
氏
等
の
鵜
す
る
を
餐
あ
似
そ
れ
は
先
掲
諸

表
に
照
ら
し
て
も
明
瞭
で
あ
る
が
、
い
ま
「
岡
」
の
地
に
関
し
て
の
み
考
察
す
る
と
、
ま
ず
、
東
隣
の
北
九
州
市
若
松
区
の
螢
住
・
和

田
・
畑
の
地
名
が
注
目
さ
れ
る
。
蛋
住
は
「
ア
マ
ズ
ミ
」
と
訓
む
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
海
人
族
の
居
住
地
の
名
残
り
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
遠
賀
川
を
少
し
湖
っ
だ
直
方
市
に
は
和
田
が
あ
る
。
次
に
西
隣
岡
垣
町
の
西
の
は
ず
れ
、
玄
海
町
と
の
境
に

近
く
垂
水
峠
の
名
が
あ
る
の
ま
た
岡
垣
町
軌
施
九
州
布
八
幡
西
区
、
宗
像
昧
・
玄
海
町
に
そ
れ
ぞ
れ
畑
の
地
名
が
存
す
る
。
八
幡
に
は

ま
た
明
石
も
あ
る
。
そ
の
他
北
九
州
地
方
に
は
畑
の
地
名
は
か
な
り
多
く
、
こ
れ
が
文
字
通
り
の
意
味
（
陸
田
）
で
命
名
さ
れ
た
所
竜

少
な
風
な
い
ど
は
思
う
も
の
の
、
歴
史
的
に
は
波
多
を
畑
ど
書
き
改
め
た
例
も
あ
り
、
こ
の
地
方
に
お
け
る
「
畑
」
の
濃
密
な
分
布
は

無
視
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
岡
垣
町
垂
水
峠
を
玄
海
町
の
方
へ
下
る
と
畑
が
あ
る
の
も
示
唆
的
で
あ
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に

岡
の
地
も
亦
、
海
人
族
関
係
地
名
に
取
り
囲
ま
れ
．
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
宇
佐
か
ら
岡
へ
、
岡
か
ら
阿
岐
（
安
芸
）
へ
の
航
路
で
必
ず
通
過
す
べ
き
関
門
海
峡
彦
島
に
福
浦
の
地
名
が
あ
る
こ
と
も
忘

れ
て
は
な
る
ま
い
。

　
　
　
ハ
　
阿
岐
国
之
多
祁
理
宮
（
安
芸
国
埃
宮
）

　
次
の
滞
在
地
も
記
・
紀
で
名
称
を
異
に
す
る
が
、
同
一
の
地
を
指
す
も
の
と
し
て
考
察
を
進
め
た
い
、
宮
の
所
在
地
は
広
島
県
安
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

郡
府
中
町
多
家
神
社
覧
内
を
中
心
と
す
る
一
帯
に
比
定
さ
れ
る
が
、
こ
こ
は
安
芸
の
国
府
跡
に
近
接
し
、
且
現
在
の
広
島
市
街
地
が
ま

だ
陸
化
し
て
い
な
か
っ
た
古
代
に
あ
っ
て
は
水
上
交
通
の
要
地
で
も
あ
っ
た
。
広
島
湾
の
前
面
に
横
た
わ
る
江
田
島
は
古
代
の
安
芸
郡
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族海人と神武東征物語（黛）

阿
万
郷
の
地
で
あ
り
、
そ
の
西
に
連
な
る
西
能
美
島
の
佐
伯
郡
沖
美
町
に
畑
、
対
岸
の
同
郡
廿
日
市
町
に
明
石
、
広
島
湾
に
注
ぐ
太
田

川
を
湖
上
す
る
と
八
木
゜
和
甲
畑
な
ど
の
地
名
が
あ
る
・
佐
伯
郡
海
郷
は
地
名
辞
書
に
「
地
御
前
」
あ
た
り
と
考
定
さ
れ
て
い
舞

そ
れ
は
、
ま
さ
に
廿
日
市
町
に
当
り
、
そ
こ
に
明
石
の
地
名
の
遺
る
の
も
偶
然
で
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
此
処
に
到
る
ま
で
、
関
門
海
狭
福
浦
を
経
て
周
防
灘
を
東
進
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
下
関
に
は
古
く
か
ら
住
吉
神
社
が
祀
ら

（
2
9
）

れ
、
途
中
に
は
椹
野
川
河
口
に
近
く
山
口
市
由
良
が
、
さ
ら
に
湖
上
す
れ
ば
和
田
・
福
良
が
あ
り
、
古
代
で
は
、
こ
の
あ
た
り
、
吉
敷

郡
神
崎
郷
に
阿
曇
部
の
民
が
い
た
。
防
府
市
の
佐
波
川
を
湖
っ
た
と
こ
ろ
に
は
和
田
・
畑
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
し
、
東
の
徳
山
市

に
も
畑
が
あ
り
、
広
島
湾
の
西
岸
を
な
す
岩
国
市
に
は
海
土
路
（
ミ
ド
ロ
、
も
と
は
海
士
路
1
ー
ア
マ
ジ
。
ミ
ド
ロ
の
北
に
接
し
て
天
地

の
地
名
が
別
に
あ
る
の
が
そ
の
証
拠
）
岩
国
市
お
よ
び
柳
井
市
に
畑
（
三
ケ
所
）
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
広
島
湾
の
南

を
限
る
よ
う
に
東
西
に
長
く
横
た
わ
る
屋
代
島
で
あ
る
（
第
三
図
参
照
）
。
こ
こ
は
か
つ
て
の
周
防
国
大
嶋
郡
の
地
で
あ
る
が
、
平
城
宮

　
　
　
　
（
3
D
）

跡
出
土
木
簡
に

「
周
防
国
大
嶋
郡
美
敢
郷
凡
海
阿
耶
男
御
調
塩
二
斗

　
　
　
　
　
　
天
平
十
七
年
」

「
周
防
国
大
嶋
郡
美
敢
郷
凡
海
直
薩
山
御
調
尻
塩
」
と
あ
る
「
美
敢
」
は
現
在
島
の
西
北
に
東
三
蒲
・
西
三
蒲
（
大
島
町
）
と
し
て
遺

っ
て
お
り
、
か
つ
て
凡
海
と
称
す
る
人
々
の
居
住
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
さ
ら
に
同
町
に
畑
、
島
の
中
程
、
即
ち
大
島
町
の

東
隣
橘
町
に
油
良
、
そ
の
ま
た
東
の
東
和
町
に
和
田
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
和
田
・
油
良
と
海
人
が
併
在
し
て
そ
の
密
接
な
関
係
を
示
唆

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
島
の
北
の
浮
島
に
樽
見
、
柱
島
諸
島
に
保
高
島
・
福
良
島
が
あ
る
。

　
以
上
に
呉
市
畑
・
福
浦
の
例
を
加
え
、
ま
た
こ
こ
が
古
代
の
船
木
郷
（
安
芸
国
安
芸
郡
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
老
え
れ
ば
「
多
祁
理

（
埃
）
宮
」
も
亦
海
人
族
関
係
地
名
に
囲
続
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
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海人族と神武東征物語（黛）
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海人族と神武東征物語（黛）

　
　
　
二
　
吉
備
之
高
嶋
宮
（
吉
備
国
高
嶋
宮
）
　
　
　
　
　
　
　
　
F
　
　
　
　
　
－

　
次
に
吉
備
の
高
嶋
宮
に
遷
る
の
で
あ
る
が
、
ま
ず
、
そ
の
途
中
を
観
察
し
て
お
こ
う
。
芸
予
諸
島
と
呼
ば
れ
る
島
々
に
も
海
人
族
の

足
跡
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
広
島
県
豊
田
郡
の
大
崎
上
島
で
は
南
部
の
木
江
町
に
明
石
、
東
部
の
東
野
町
に
垂
水
・
福
浦
が
あ

り
、
同
島
の
東
、
大
三
島
を
隔
て
た
豊
田
郡
生
口
島
の
西
部
の
瀬
戸
田
町
に
も
垂
水
の
地
名
が
存
在
す
る
。
対
岸
の
三
原
市
の
和
田
・

赤
石
と
併
せ
て
、
こ
の
あ
た
り
で
は
瀬
戸
内
海
の
北
側
に
沿
っ
て
海
人
族
の
痕
跡
を
見
出
す
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
東
征
物
語
の
経
路
と

合
致
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

　
安
芸
の
西
は
備
後
で
あ
る
が
、
こ
の
地
方
の
沿
岸
部
に
は
海
人
族
関
係
の
地
名
を
見
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
古
代
文
献
に
お

い
て
も
そ
の
徴
証
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
そ
の
こ
と
と
何
か
関
係
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
一
口
に
吉
備
海
部
と
い
っ
て
も
、
そ
の
本
拠
は

備
前
・
備
ヰ
に
限
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
後
考
に
倹
ち
た
い
。

　
さ
て
、
高
嶋
宮
の
所
在
地
で
あ
る
が
、
一
般
に
岡
山
県
児
島
郡
甲
浦
村
大
字
宮
ノ
浦
字
高
島
（
現
岡
山
市
高
島
）
の
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
児
島
湾
内
の
一
小
島
で
あ
る
が
、
往
昔
は
児
島
と
本
土
と
に
挾
ま
れ
た
水
道
の
中
に
涯
ん
で
東
西
交
通
の
要
路
に
当
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
備
前
・
備
中
の
海
部
の
こ
と
は
文
献
や
木
簡
か
ら
も
窺
わ
れ
る
が
、
地
名
で
は
備
前
国
上
道
郡
幡
多
郷
の
遺
称
地
が
岡
山
市
街
地
の

東
方
に
あ
り
「
幡
多
廃
寺
塔
跡
」
は
史
蹟
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
お
く
、
高
島
の
北
方
や
や
西
寄
り
八
キ
ロ
メ
！
ト
ル

程
の
所
で
あ
る
。
次
に
児
島
の
南
端
、
瀬
戸
内
海
に
面
し
た
玉
野
市
宇
野
港
の
西
南
方
に
和
田
東
北
方
に
福
浦
の
地
名
が
あ
る
の
に
注

目
し
た
い
。
こ
の
あ
た
り
は
現
在
三
井
造
船
な
ど
船
舶
関
係
工
場
も
多
く
、
古
く
か
ら
海
上
交
通
の
要
路
に
位
置
し
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
か
つ
て
児
島
の
水
道
に
面
し
て
い
た
児
島
郡
灘
崎
町
の
明
石
は
高
島
の
西
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
と
こ
ろ
で
、
源
平
合
戦
で

有
名
な
藤
戸
の
渡
し
に
程
近
い
。
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海入族と神武東征物語（黛）

　
さ
ら
に
、
岡
山
市
の
東
の
邑
久
郡
長
船
町
に
和
田
、
備
前
市
に
畑
・
明
石
が
あ
り
、
岡
山
市
を
流
れ
る
旭
川
の
本
支
流
を
瀕
る
と
各

地
に
和
田
が
計
五
ケ
所
、
畑
・
垂
水
各
一
ケ
所
、
ま
た
東
隣
兵
庫
県
赤
穂
市
の
県
境
近
く
に
福
浦
が
あ
る
の
も
無
視
で
き
な
い
。
因
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
諺
）

に
福
浦
は
も
と
備
前
国
に
属
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
高
嶋
宮
へ
の
途
上
に
あ
る
西
の
備
中
に
も
眼
を
向
け
て
お
こ
う
。
こ
こ
で
は
高
梁
川
の
流
域
に
畑
四
ケ
所
、
八
田
・
和
田
・
足
見
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　

一
ケ
所
を
、
同
川
支
流
小
田
川
流
域
に
畑
ニ
ヵ
所
、
和
巴
・
福
良
各
一
ケ
所
、
沿
岸
部
に
福
浦
一
ケ
所
（
笠
岡
市
）
の
存
在
を
指
摘
で

き
る
の
で
あ
る
。

　
又
、
吉
備
の
東
辺
を
美
作
か
ら
流
下
す
る
吉
井
川
の
流
域
に
つ
い
て
み
る
と
、
津
山
盆
地
に
和
田
ニ
ケ
所
、
寺
和
田
、
住
吉
な
ど
の

地
名
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
を
綜
合
す
る
と
、
吉
備
に
お
け
る
海
人
族
の
存
在
も
亦
顕
著
で
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
又
、
吉
備
の
対
岸
讃
岐
も
弥

生
中
期
以
降
吉
備
の
文
化
圏
緩
し
・
後
期
に
は
上
裏
土
器
を
共
享
る
な
ど
関
係
が
深
い
髄
だ
蔑
こ
こ
に
も
海
人
族
の
痕
跡

を
見
る
こ
と
は
表
示
し
だ
通
り
で
あ
る
。
労
、
児
島
の
地
理
的
重
要
性
を
知
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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海人族と神武東征物語（黛）

五
　
神
武
東
征
と
難
波

　
吉
備
か
ら
は
明
石
海
峡
（
記
の
速
吸
門
）
を
経
由
す
る
が
、
そ
こ
で
槁
根
津
日
子

所
伝
で
あ
る
。
そ
こ
で
明
石
海
峡
と
海
人
族
と
の
関
係
を
ま
ず
見
て
お
き
た
い

ハ
椎
根
津
彦
）
に
遇
っ
た
と
い
う
の
が
古
事
記
の

　
　
　
イ
　
明
石
海
峡
と
海
人
族

　
明
石
海
峡
は
摂
津
・
播
磨
二
国
を
北
と
し
、
淡
路
を
南
と
す
る
三
国
に
挾
ま
れ
た
海
峡
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
三
国
と
海
人
族
と
の
関

係
が
問
題
と
な
る
わ
け
だ
が
、
先
掲
三
表
の
当
該
部
分
を
見
れ
ば
、
こ
こ
が
海
人
族
に
よ
っ
て
制
圧
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
。

　
明
石
国
造
は
国
造
本
紀
に
よ
れ
ば
大
倭
直
（
大
倭
国
造
）
と
同
祖
、
す
な
わ
ち
椎
根
津
彦
命
の
後
商
で
、
八
代
足
尼
の
児
都
弥
自
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
騒
）

尼
が
応
神
朝
に
は
じ
め
て
国
造
と
な
っ
た
と
伝
え
る
。
本
姓
は
海
直
で
あ
り
、
播
磨
国
明
石
郡
垂
水
郷
の
海
神
社
は
そ
の
斎
き
祀
る
神

　
　
　
（
3
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）
　
　
　
　
（
即
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
3
）

社
で
あ
る
。
郡
内
に
は
大
海
里
や
往
吉
郷
が
あ
り
、
和
田
や
八
木
の
地
名
が
現
存
す
る
。
西
に
隣
接
す
る
賀
古
郡
に
も
住
吉
郷
が
あ

り
、
か
つ
和
田
の
地
名
が
現
存
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鉛
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

　
明
石
の
東
は
摂
津
で
あ
る
が
、
現
神
戸
市
の
あ
た
り
を
眺
め
る
と
、
有
馬
郡
幡
多
郷
（
北
区
八
多
町
）
菟
原
郡
大
輪
田
泊
（
兵
庫
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
覗
）

和
田
崎
町
）
、
武
庫
郡
広
田
神
社
（
西
宮
市
大
社
町
。
住
吉
部
類
神
）
、
菟
原
郡
の
大
和
連
な
ど
の
地
名
・
氏
名
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
淡
路
北
部
に
眼
を
転
ず
る
と
津
名
郡
北
淡
町
の
野
島
は
書
紀
の
淡
路
野
島
海
人
で
知
ら
れ
、
阿
曇
連
浜
子
が
そ
の
宰
領
で
あ
っ
た
。

浜
子
は
住
吉
仲
皇
子
の
謀
反
に
加
担
し
て
罰
せ
ら
れ
墨
刑
に
処
せ
ら
れ
た
と
伝
え
編
型
駄
蓮
と
象
仲
皇
子
の
名
に
も
ゆ
か
り
が

一　150　一
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海人族と神武東征物語（黛）

感
じ
ら
れ
よ
う
。

話
が
前
後
す
る
が
爵
石
瓢
水
郷
と
い
え
ば
・
五
飯
馳
募
の
存
在
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
・
海
神
社
か
ら
一
キ
。
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
西
に
あ
る
全
長
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
弱
の
巨
大
な
前
方
後
円
墳
で
、
海
峡
に
望
む
二
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
台
地
上
に
築
造
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

そ
の
偉
容
は
こ
こ
を
通
過
す
る
者
を
威
圧
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
被
葬
者
を
明
石
国
造
と
断
定
す
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
が
、
明
石

海
峡
の
重
要
性
を
象
徴
す
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
こ
を
海
人
族
が
抑
え
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い

と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
ロ
　
難
波
と
海
人
族

　
明
石
か
ら
左
手
に
大
輪
田
泊
（
八
部
郡
）
住
吉
神
社
（
菟
原
郡
）
・
広
田
神
社
（
武
庫
郡
）
・
富
倉
（
西
宮
市
）
な
ど
を
眺
め
な
が

ら
難
波
に
到
達
し
た
と
す
る
と
、
そ
こ
は
海
人
族
だ
る
大
和
連
・
凡
海
連
・
阿
曇
犬
養
連
・
物
忌
直
等
の
居
住
地
で
あ
っ
た
。
そ
こ
か

ら
大
和
川
を
潮
れ
ば
河
内
に
も
安
曇
連
・
等
祢
直
等
が
居
り
、
さ
ら
に
大
和
へ
入
れ
ば
大
和
神
社
を
奉
斎
す
る
大
倭
国
造
が
幡
据
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
大
和
川
に
沿
っ
て
は
大
輪
田
（
北
葛
城
郡
河
合
町
）
・
八
田
（
磯
城
郡
田
原
本
町
）
が
あ
り
、
難
波
と
の
連
絡
に
便

利
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
神
武
東
征
物
語
で
は
こ
の
ル
ー
ト
は
利
肝
さ
れ
ず
、
陸
路
生
駒
を
越
え
て
大
和
入
り
を
試
み
て
失
敗
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
妬
）

た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
神
武
天
皇
一
行
は
日
に
向
っ
て
進
撃
す
る
こ
と
の
不
可
を
悟
っ
て
大
き
く
方
向
を
転
換
す
る
の
だ
が
、
転
換

の
理
由
が
あ
ま
り
説
得
的
で
な
い
。
日
神
の
子
孫
が
日
に
向
．
っ
て
進
撃
す
る
の
は
よ
く
な
い
と
い
う
が
、
太
陽
は
午
前
と
午
後
で
は
方

向
が
変
る
わ
け
で
、
午
前
は
日
に
向
う
が
、
午
後
な
ら
日
を
背
負
う
こ
と
に
な
る
筈
だ
。
そ
れ
と
も
、
抑
東
へ
向
う
の
が
良
く
な
い
と

い
う
の
な
ら
東
征
自
体
を
中
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
道
理
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
方
向
転
換
の
理
血
は
実
は
全
く
別
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
結
論
を
先
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
、

一152一



海人族と神武東征物語（黛）

こ
こ
で
も
海
人
族
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
よ
う
。

　
因
み
に
、
難
波
に
お
け
る
海
人
族
の
分
布
は
、
住
吉
坐
神
社
（
大
阪
市
住
吉
区
住
吉
町
）
・
大
海
神
社
（
同
上
）
・
船
玉
神
社
（
同

　
　
　
　
h
4
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

上
）
・
安
曇
江
（
同
市
東
区
・
南
区
）
・
阿
曇
寺
（
南
区
安
堂
寺
橋
通
・
内
安
堂
寺
町
通
）
・
大
和
田
（
西
淀
川
区
）
な
ど
の
地
が
ほ

ぼ
判
明
す
る
だ
け
で
、
他
は
殆
ど
不
明
で
あ
る
が
、
摂
津
を
本
貫
と
す
る
海
人
族
諸
氏
の
多
く
が
難
波
乃
至
そ
の
周
辺
に
占
居
し
た
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
難
波
か
ら
大
和
へ
の
途
中
に
あ
る
河
内
に
わ
け
る
海
人
族
の
分
布
は
、
安
曇
・
等
祢
の
二
氏
と
門
真
市
大
和
田
・
岸
和

田
の
現
在
地
名
と
石
川
郡
波
多
（
太
）
郷
（
南
河
内
郡
太
子
町
畑
力
）
の
存
在
が
知
ら
れ
る
の
み
で
（
茨
田
郡
幡
多
郷
は
寝
屋
川
市
秦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
娼
）

・
太
秦
の
地
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
除
外
き
れ
る
）
、
き
わ
め
て
稀
薄
で
あ
っ
た
。
大
和
川
ル
ー
ト
は
も
と
よ
り
、
生
駒
越
に
よ
る
大
和
入

り
も
ま
た
困
難
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
ハ
　
茅
淳
と
海
人
族

　
難
波
か
ら
ス
ト
レ
ー
ト
に
大
和
入
り
で
き
な
け
れ
ば
海
人
族
の
分
布
の
濃
密
な
、
換
言
す
れ
ば
彼
等
が
勢
力
を
張
っ
て
い
る
各
地
を

点
綴
す
る
よ
う
に
辿
っ
て
行
く
他
は
あ
る
ま
い
。
そ
こ
で
茅
淳
海
を
南
下
し
大
坂
湾
沿
い
に
紀
伊
国
へ
と
船
首
を
向
け
る
こ
と
に
な
る
。

　
ま
ず
、
堺
市
に
八
田
・
和
田
・
和
田
川
・
畑
が
あ
り
、
南
隣
和
泉
市
に
も
和
田
が
あ
る
。
堺
市
の
美
木
多
の
こ
と
は
先
述
し
た
が
、

そ
こ
は
こ
の
和
田
と
光
明
池
を
挾
ん
で
南
北
に
向
い
あ
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

　
和
泉
市
に
隣
接
す
る
岸
和
田
市
中
井
町
に
式
内
夜
疑
神
社
が
あ
る
が
、
中
井
は
「
和
泉
志
」
に
よ
れ
ば
旧
名
中
八
木
で
あ
っ
た
。
同

市
に
は
さ
ら
に
八
田
・
畑
・
畑
・
阿
間
ケ
滝
が
あ
り
、
南
隣
貝
塚
市
に
畑
、
泉
南
郡
熊
取
町
に
和
田
、
泉
南
市
に
樽
井
、
泉
南
郡
阪
南

町
に
波
太
神
社
が
あ
る
。
こ
う
見
て
く
る
と
、
同
郡
最
南
端
岬
町
の
犬
飼
は
海
犬
養
或
は
安
曇
犬
飼
に
因
む
の
で
は
な
い
か
と
も
想
像

一153　一
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海人族と神武東征物語（黛）

さ
れ
る
が
、
確
証
は
な
い
。

　
事
の
つ
い
で
に
言
え
ぱ
、
や
が
て
国
境
を
越
え
て
紀
伊
国
と
な
る
が
、
そ
こ
に
住
吉
崎
が
あ
り
、
紀
淡
海
峡
に
あ
っ
て
茅
淳
海
と
紀

伊
水
道
を
分
け
る
友
ケ
島
諸
島
の
沖
の
島
に
は
北
に
北
垂
水
、
南
に
南
垂
水
が
あ
り
、
且
、
淡
路
の
由
良
と
東
西
忍
湘
対
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
淡
路
に
つ
い
て
、
そ
の
北
部
の
野
島
海
人
の
こ
と
は
先
述
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
地
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
津
名
郡
の
東
南
端
に

式
内
蜜
湊
神
社
゜
豊
駅
が
あ
り
・
由
良
の
地
名
も
現
存
す
る
が
、
島
の
中
心
部
を
占
め
る
三
鳳
郡
に
は
大
倭
国
造
ゆ
か
り
の
大
和

大
国
魂
神
社
が
式
内
社
と
し
て
鎮
座
k
し
か
も
麸
が
古
代
幡
多
郷
論
で
・
そ
の
地
名
も
現
存
す
・
・
と
娃
磐
管
さ
れ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
蒐
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
東
南
養
宜
郷
の
名
も
現
存
し
、
中
世
八
木
国
府
と
も
呼
ば
れ
、
八
木
の
地
名
も
併
び
存
し
て
い
る
。
同
郡
阿

万
郷
は
鳴
門
海
峡
饒
む
南
欝
の
大
部
を
占
め
・
広
い
艶
で
・
そ
の
中
心
は
延
喜
式
の
福
良
撃
あ
・
た
．
こ
こ
は
阿
波
へ
渡
・

官
道
の
渡
津
で
あ
り
、
南
海
道
の
要
衝
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
東
端
の
由
良
駅
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。

　
な
お
、
淡
路
島
の
周
辺
が
チ
ヌ
を
は
じ
め
ど
す
る
近
海
魚
の
好
漁
場
で
あ
る
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
後
述
す
る
と
こ
ろ
と

併
せ
て
、
こ
の
点
を
記
憶
し
て
お
い
て
欲
し
い
。

　
こ
こ
で
、
摂
津
・
和
泉
・
淡
路
に
抱
か
れ
た
大
阪
湾
、
古
代
の
茅
淳
海
を
い
ま
一
度
考
え
直
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
五
瀬
命
が

矢
傷
を
洗
っ
た
の
で
血
沼
海
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
の
は
、
も
と
よ
り
採
る
に
足
り
な
い
が
、
こ
こ
が
海
人
族
ゆ
か
り
の
地
に

す
っ
か
り
取
り
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
チ
ヌ
は
も
と
よ
り
魚
（
黒
鯛
）
の
名
に
す
ぎ
な

い
が
、
そ
れ
が
和
泉
地
方
の
一
名
と
も
き
れ
、
且
、
今
で
も
大
阪
湾
沿
岸
は
チ
ヌ
の
好
漁
場
で
あ
る
こ
と
を
想
え
ば
、
大
倭
国
造
の
祖

椎
根
津
彦
が
一
名
を
「
珍
彦
」
と
い
っ
た
と
い
う
日
本
書
紀
の
伝
え
は
改
め
て
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
「
和
泉
監
正
税

帳
」
の
「
珍
襲
」
が
「
チ
三
県
主
で
あ
れ
ば
・
「
珍
彦
」
も
「
チ
三
彦
と
訓
め
る
の
で
は
な
い
か
。
紀
の
訓
註
は
「
干
説
故
」
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（
神
武
二
年
二
月
条
）
、
「
姓
氏
録
」
に
も
「
宇
豆
彦
」
と
は
あ
る
も
の
の
、
前
者
は
珍
彦
初
出
の
即
位
前
紀
に
な
く
て
、
は
る
か
後
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

記
事
に
見
え
る
点
が
不
自
然
で
あ
り
、
後
者
は
前
者
に
盲
従
し
た
も
の
と
も
見
得
る
の
で
あ
る
。
椎
根
津
彦
を
チ
ヌ
の
海
を
う
し
は
く

チ
ヌ
彦
と
呼
ん
で
も
不
当
と
は
思
わ
れ
な
い
で
は
な
い
か
。

六
　
神
武
東
征
と
紀
伊

海人族と神武東征物語（黛）

　
　
　
イ
　
紀
伊
と
海
人
族

隠
て
、
矢
瘡
を
負
う
た
五
瀬
命
は
、
記
に
よ
れ
ば
紀
の
国
の
男
の
水
門
紀
に
よ
れ
ば
茅
淳
の
山
城
水
門
（
山
井
水
門
・
雄
水
門
）

に
お
い
て
雄
た
け
ぴ
し
て
莞
じ
、
や
が
て
紀
の
国
の
竈
山
に
葬
ら
れ
た
と
い
い
、
そ
の
な
く
な
っ
た
場
所
に
つ
い
て
記
と
紀
で
は
伝
え

を
異
に
す
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
記
紀
が
と
も
に
五
瀬
命
を
葬
っ
た
と
い
う
竈
山
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
命
を
祀
る
式
内
竈
山
神

社
が
あ
る
が
、
地
名
は
古
く
か
ら
和
田
と
い
い
、
中
世
和
田
庄
の
地
で
も
あ
っ
た
。
私
見
に
照
ら
せ
ば
、
海
神
の
女
を
母
と
す
る
五
瀬

命
の
墓
所
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
命
の
終
焉
の
地
男
の
水
門
に
つ
い
て
、
古
事
記
伝
は
「
神
名
帳
に
、
和
泉
国
日
根
郡
男
神
社
〔
二
座
〕
和
名
抄
に
同
郡
呼
喚

乎
郷
あ
り
、
　
〔
今
に
男
里
村
と
云
あ
り
。
男
神
社
も
即
此
村
に
あ
り
。
和
泉
志
に
一
座
神
武
天
皇
今
称
二
男
森
明
神
一
、
一
座
彦
五
瀬
命

今
称
一
一
浜
天
神
一
と
い
へ
り
。
〕
是
な
り
。
日
根
郡
は
和
泉
郡
の
南
な
れ
ば
、
此
も
路
次
よ
く
合
り
、
但
紀
国
と
あ
る
は
伝
の
誤
な
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

か
。
　
（
中
略
）
又
は
古
は
紀
国
と
の
堺
ま
で
男
郷
に
て
、
猶
古
は
此
郷
紀
国
に
属
り
し
も
知
が
た
し
」
と
述
べ
た
が
、
　
「
地
名
辞
書
」

は
こ
れ
を
斥
け
、
　
「
今
和
歌
山
市
の
西
北
部
に
小
野
町
湊
村
の
名
称
あ
る
を
拠
と
為
す
べ
し
、
寛
文
年
中
此
に
石
碑
を
建
て
、
故
跡
を

標
し
た
る
事
あ
り
し
と
そ
」
と
し
て
、
現
和
歌
山
市
小
野
町
・
湊
町
の
地
を
こ
れ
に
比
定
し
た
。
こ
こ
は
竈
山
か
ら
西
北
に
五
キ
ロ
メ
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海人族と神武東征物語（黛）

ー
ト
ル
余
り
の
所
で
あ
る
。

　
で
は
紀
に
い
う
茅
淳
の
山
城
水
門
は
何
処
に
求
め
ら
れ
る
か
。
記
伝
に
引
く
男
神
社
は
大
阪
府
泉
南
市
男
里
に
あ
り
、
男
里
川
が
社

の
西
を
流
れ
る
が
、
こ
こ
が
か
つ
て
の
呼
喚
郷
す
な
わ
ち
「
ヲ
ノ
サ
ト
」
で
あ
り
、
古
代
の
船
着
場
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
ぐ
東

に
接
す
る
同
市
樽
井
に
は
山
井
の
遺
吐
と
伝
え
る
も
の
が
あ
り
、
樽
井
そ
の
も
の
が
山
井
を
改
め
た
も
の
と
も
い
う
。
し
か
し
、
男
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
）

川
の
中
流
左
岸
、
男
里
よ
り
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
西
南
の
阪
南
町
石
田
に
波
太
神
社
が
あ
り
、
男
里
の
東
北
一
ギ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
樽
井
に
山
井
の
遺
趾
が
あ
る
と
す
る
と
、
ハ
タ
・
タ
ル
ヰ
（
タ
ル
ミ
）
と
海
人
族
関
係
二
地
に
挾
ま
れ
て
山
城
（
雄
）
水
門
が
存
在

し
た
こ
と
に
な
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
紀
の
茅
淳
説
は
記
の
紀
国
説
よ
り
、
古
代
地
名
の
徴
証
（
呼
喚
郷
）
、
周
辺
の
関
係
地
名
の
遺
存
（
波
多
・
樽
井
）
と

い
う
点
で
や
や
有
力
と
い
え
よ
う
か
。
そ
れ
は
敦
れ
に
し
て
も
、
神
武
東
征
の
経
路
の
上
で
は
何
の
矛
盾
も
な
い
の
で
、
次
に
紀
伊
国

の
海
人
族
の
考
察
に
移
り
た
い
。

　
紀
伊
北
部
は
紀
川
流
域
の
伊
都
・
那
賀
・
名
草
・
海
部
の
四
郡
か
ら
成
る
が
、
海
部
郡
の
郡
名
自
体
海
人
族
と
の
関
係
を
端
的
に
示

す
ほ
か
、
’
そ
の
徴
証
は
き
わ
め
て
豊
富
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
上
流
の
伊
都
郡
に
は
垂
井
・
住
吉
大
神
が
知
ら
れ
、
中
流
那
賀
郡
に
は
式
内
海
神
社
の
ほ
か
和
田
・
古
和
田
の
地
名
が
あ

り
、
名
草
郡
に
は
海
部
直
が
居
り
、
和
田
庄
が
あ
り
、
且
和
田
・
和
田
川
が
現
存
す
る
。
こ
こ
に
竈
山
神
社
の
あ
る
こ
と
は
既
に
触
れ

た
が
、
も
と
名
草
郡
か
ら
分
立
し
た
海
部
郡
に
は
海
部
屯
倉
が
置
か
れ
、
海
部
氏
が
住
み
、
賀
多
潜
女
が
い
た
ほ
か
、
友
ケ
島
の
沖
ノ

島
に
は
南
北
ニ
ケ
所
の
垂
水
が
存
す
る
。
紀
川
流
域
は
海
人
族
の
一
中
心
た
る
を
失
わ
な
い
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
し
た
が
っ
て
、
神
武
紀
に
「
軍
、
名
草
邑
に
至
る
。
則
ち
名
草
戸
畔
と
い
ふ
者
を
誌
す
」
と
あ
る
の
は
、
海
人
族
で
は
な
べ
、
’
後
の

紀
国
造
の
祖
大
名
草
姫
の
こ
と
と
す
る
説
が
当
っ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
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海人族と神武東征物語（黛）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
）

　
名
草
山
の
南
の
名
高
は
名
方
と
も
い
い
、
か
つ
て
の
名
方
浜
宮
の
所
在
地
と
伝
え
る
が
、
名
方
は
阿
波
国
の
郡
名
に
も
あ
り
、
両
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
5
）

は
紀
伊
水
道
を
挾
ん
で
東
西
に
相
対
し
て
い
る
。
太
田
亮
氏
の
言
う
よ
う
に
名
方
が
灘
県
の
こ
と
と
す
れ
ば
、
両
者
と
も
に
海
人
族
の

遺
跡
Z
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：

　
海
部
・
名
草
の
南
は
有
田
郡
だ
が
、
こ
こ
で
は
吉
備
郷
吉
備
里
に
海
部
が
お
り
、
吉
備
海
部
の
移
住
し
た
も
の
か
と
推
測
さ
れ
興
味

深
い
も
の
が
あ
る
。
有
田
市
畑
は
古
代
幡
陀
郷
の
地
、
広
川
町
和
田
は
或
は
大
海
連
の
故
地
か
も
知
れ
な
い
。
清
水
村
に
は
和
田
尾
山

が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

　
有
田
郡
の
南
、
日
高
郡
由
良
町
は
か
つ
て
海
部
郡
の
飛
地
で
あ
り
、
こ
の
事
実
そ
の
も
の
が
由
良
と
海
部
の
緊
密
な
関
係
㌘
物
語
っ

て
い
る
。
そ
の
由
良
に
は
ま
た
畑
の
゜
地
名
が
近
接
す
る
。

　
由
良
の
南
、
同
郡
日
高
町
日
の
岬
の
付
け
根
に
あ
る
煙
樹
海
岸
や
日
高
川
の
上
游
美
山
村
に
も
そ
れ
ぞ
れ
和
田
が
あ
る
。

　
旧
高
郡
の
南
は
牟
婁
郡
で
あ
る
。
延
喜
式
め
海
神
社
三
座
は
ワ
タ
ツ
ミ
三
神
を
祀
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
所
在
に
つ
い
て
は
諸

説
あ
う
て
確
定
し
難
い
。
し
か
し
、
西
牟
婁
郡
大
塔
村
に
和
田
・
和
田
川
、
東
牟
婁
郡
熊
野
川
町
に
和
田
川
、
那
智
勝
浦
町
に
下
和

゜
田
、
熊
野
川
以
東
の
三
重
県
南
牟
婁
郡
紀
宝
町
・
紀
和
町
・
熊
野
市
（
も
と
同
郡
）
に
そ
れ
ぞ
れ
和
田
、
紀
宝
町
に
和
田
地
、
と
い
う

風
に
和
田
の
地
名
は
牟
婁
郡
内
各
地
に
散
在
し
、
」
且
、
熊
野
本
宮
の
神
主
に
和
田
姓
が
あ
る
な
ど
、
海
人
族
の
痕
跡
は
少
な
か
ら
ず
発

見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
－
自
：
上
陸
伝
説
地
め
検
討

門
紀
濾
神
武
天
皇
の
進
軍
を
名
草
邑
．
狭
野
（
和
歌
山
県
新
宮
市
佐
野
）
・
熊
野
神
鼻
・
（
同
市
三
輪
崎
）
・
熊
野
荒
坂
津
（
亦
名
丹
敷

浦
）
と
次
第
す
る
が
、
次
い
で
「
因
り
て
丹
敷
戸
畔
と
い
ふ
者
を
謙
す
。
時
に
神
、
毒
気
を
吐
き
て
、
人
物
成
に
捧
え
ぬ
。
是
に
由
り
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ヘ
　
　
へ

て
、
皇
軍
復
振
る
こ
乏
能
は
ず
。
時
に
其
処
に
人
有
あ
の
。
号
を
熊
野
の
高
倉
下
乏
日
ふ
L
匙
あ
る
か
ら
丹
敷
浦
と
高
倉
下
の
居
漸
は

共
に
熊
野
で
、
層
で
く
近
接
も
て
い
実
走
解
せ
ら
れ
る
。
丹
敷
浦
に
つ
い
て
轍
〇
三
重
県
度
会
郡
紀
勢
町
錦
（
志
摩
国
英
虞
郡
二
色
郷
）
、

〔
口
或
は
同
県
熊
野
市
二
木
島
と
す
る
説
、
さ
ら
に
⇔
和
歌
山
県
新
宮
市
三
輪
崎
、
㈲
東
牟
婁
郡
那
智
勝
浦
町
、
薗
西
牟
婁
郡
串
本
町
二

　
　
　
　
　
（
6
1
）

色
に
擬
す
る
説
な
ど
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
決
定
的
な
徴
証
を
欠
く
。

　
こ
こ
で
、
紀
の
本
文
を
読
み
返
し
て
み
る
と
、
　
「
遂
に
狭
野
を
越
え
て
、
熊
野
の
神
邑
に
到
り
、
且
ち
天
磐
盾
に
登
る
。
働
り
て
軍

を
引
き
て
漸
に
進
む
」
と
あ
る
。
天
磐
盾
は
神
邑
乃
至
そ
の
近
傍
に
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
日
本
書
紀
通
証
以
来
の
通
説
す
な
わ
ち
新
宮

市
の
熊
野
速
玉
神
社
の
摂
社
神
倉
神
社
境
内
神
槍
山
の
露
出
ル
た
大
岩
磐
の
こ
と
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
こ
れ
な
ら
神
邑
（
三
輪
崎
）

か
ら
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
か
ら
「
軍
を
引
園
て
漸
に
進
」
ん
だ
と
こ
ろ
、
　
「
海
の
中
に
し
て
卒

に
暴
風
に
遇
ひ
ぬ
」
モ
い
う
か
ら
、
一
旦
神
邑
へ
引
き
揚
げ
て
、
‘
そ
こ
か
ら
再
び
乗
船
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
海
上
で
二
兄
稲
飯
命
・
三

毛
入
野
命
の
投
身
入
水
事
件
が
あ
り
、
そ
こ
で
「
皇
子
手
研
耳
命
と
、
皇
軍
を
帥
ゐ
て
進
み
て
、
熊
野
の
荒
坂
津
亦
の
名
は
丹
敷
浦
。
に

至
」
っ
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
熊
野
近
海
の
海
流
を
勘
案
し
て
荒
坂
津
を
神
邑
よ
り
先
、
す
な
わ
ち
東
北
方
の
熊
野
地
内
に
求
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
そ
こ
へ
高
倉
下
が
霊
劔
を
持
っ
て
参
上
し
、
覚
醒
し
た
神
武
天
皇
は
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
大
和
へ
進
軍

す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
何
れ
の
川
に
も
せ
よ
熊
野
川
の
本
支
流
の
い
ず
れ
か
を
辿
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
そ
れ
故
、

右
の
二
点
を
考
慮
し
つ
つ
荒
坂
津
の
所
在
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。
°

　
そ
う
す
る
と
、
紀
勢
町
錦
説
は
大
和
へ
の
適
当
な
路
が
な
い
か
ら
先
ず
排
除
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
三
輪
崎
説
で
は
船
出
し
た

所
へ
戻
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
紀
の
本
文
か
ら
は
そ
の
よ
う
に
は
理
解
し
難
く
、
こ
れ
も
失
格
で
あ
る
。
那
智
勝
浦
・
串
本
説
も
神
邑

か
ら
の
順
序
が
逆
で
あ
る
が
、
逆
戻
り
は
海
流
か
ら
見
て
も
不
自
然
な
の
で
否
定
し
た
い
。
残
る
は
二
木
島
説
だ
け
と
な
る
が
、
こ
れ

は
果
し
て
ど
う
か
。
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海人族と神武東征物語て黛）

　
二
木
島
説
は
本
居
内
遠
が
こ
れ
を
ニ
シ
キ
の
転
設
と
し
て
唱
え
出
し
た
も
の
で
、
そ
れ
自
体
は
確
か
な
徴
証
を
も
た
な
い
が
、
二
木

島
の
西
隣
に
新
鹿
の
海
湾
が
あ
る
の
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
地
名
は
現
在
「
ア
タ
シ
カ
」
と
訓
む
が
、
と
れ
は
元
来
「
ア
ラ
シ
カ
」
と

訓
ん
だ
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
地
名
で
新
の
字
を
「
ア
タ
」
と
訓
む
例
は
他
に
は
殆
ど
見
当
ら
な
い
（
「
ア
タ
ラ
」
　
「
ア
タ
ラ
シ
」
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）

少
数
だ
が
あ
る
）
し
、
土
台
無
理
な
訓
み
で
不
自
然
で
あ
る
。
　
「
日
本
歴
史
地
名
総
索
引
」
が
こ
れ
を
「
ア
ラ
シ
カ
」
と
訓
ん
で
い
る

根
拠
は
知
り
得
な
い
が
、
こ
の
方
が
は
る
か
に
自
然
で
あ
り
納
得
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
れ
が
「
ア
ラ
シ
カ
」
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
ア
ラ
サ
カ
」
の
転
託
乏
い
う
こ
と
で
、
神
武
紀
σ
荒
坂
津
に
結
び

つ
く
で
あ
ろ
う
。
前
掲
総
索
引
は
「
ア
ラ
サ
カ
（
荒
坂
）
」
の
所
在
を
三
重
県
（
紀
伊
国
）
南
牟
婁
郡
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
右
の

考
え
と
合
致
す
る
も
の
か
、
現
実
に
荒
坂
の
地
名
が
存
在
す
る
か
の
い
ず
れ
が
で
あ
ろ
う
。
現
地
調
査
を
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

判
断
は
留
保
せ
ぎ
る
を
得
な
い
が
、
と
も
か
く
、
新
鹿
を
荒
坂
の
転
誰
と
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
、
「
荒
坂
津
」
と
「
丹
敷
浦
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　
ノ

は
二
木
島
峠
、
一
名
狼
坂
を
隔
て
た
隣
接
海
湾
で
、
そ
の
間
僅
か
四
キ
眉
メ
ー
ト
ル
に
過
ぎ
な
い
と
は
い
え
、
同
地
の
別
名
で
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
程
度
の
誤
差
は
認
め
ら
れ
て
よ
か
ろ
う
。

　
以
上
の
考
察
に
よ
り
慌
坂
津
が
現
在
の
熊
野
市
新
鹿
で
あ
る
と
し
て
、
大
和
へ
の
交
通
路
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
新
鹿
か
ら
八
丁
峠

を
越
え
て
国
道
四
二
号
線
を
横
切
り
、
さ
ら
に
国
道
」
六
九
号
線
に
出
た
ら
、
そ
の
ま
ま
北
上
す
る
と
、
熊
野
市
和
田
を
経
て
熊
野
川

の
二
大
支
流
の
一
つ
北
山
判
に
出
る
。
吉
野
べ
の
路
は
こ
こ
に
開
け
る
の
で
あ
る
。
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七
　
神
武
東
征
と
大
和

海人族乏神武東征物語て黛）

　
　
　
イ
　
北
山
川
と
十
津
川

　
さ
て
、
右
の
考
察
か
ら
は
神
武
天
皇
一
行
の
大
和
入
り
は
、
当
然
北
山
川
・
吉
野
川
上
流
と
い
う
東
側
の
コ
ー
ス
に
由
っ
だ
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

な
る
の
だ
が
、
西
側
の
十
津
川
・
丹
生
川
コ
ー
ス
も
古
来
有
力
な
一
説
で
あ
っ
て
無
視
し
難
い
。
し
か
も
、
こ
の
コ
ー
ス
に
ぢ
和
田
の

地
名
が
点
々
と
連
な
っ
て
お
り
、
古
事
記
の
い
う
「
吉
野
河
の
河
尻
」
に
到
る
点
で
も
矛
盾
が
な
い
。

　
じ
か
し
、
日
本
書
紀
の
記
事
を
検
討
し
て
上
陸
地
点
を
考
究
し
た
結
果
は
北
山
川
・
吉
野
川
コ
ー
ス
、
す
な
わ
ち
日
本
書
紀
の
説
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
致
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
上
陸
地
点
が
今
の
新
宮
市
あ
た
り
で
あ
っ
た
な
ら
ば
当
然
十
津
川
・
丹
生
川
コ
ー
ス
を
取
る
べ
き
こ
と
は

川地

搏
I
に
み
て
疑
い
の
な
い
乏
こ
ろ
で
あ
る
が
、
書
紀
の
詳
細
な
地
理
的
記
述
を
重
視
ル
憶
結
果
は
既
に
見
た
通
り
で
あ
り
、
こ
こ
で

は
、
論
理
的
に
い
っ
て
北
山
川
・
吉
野
川
説
を
採
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
上
、
古
事
記
が
、
吉
野
河
の
河
尻
嵐
で
一
行
を
導
き
な
が
ら
、
さ
ら
に
吉
野
河
塑
潮
っ
て
か
ら
し
れ
を
宇
陀
へ
入
れ
た
の
は
甚

し
く
迂
遠
で
あ
り
、
な
ぜ
、
汰
和
盆
地
へ
σ
捷
径
を
と
ら
し
め
な
か
っ
だ
の
が
理
解
に
苦
し
む
。
こ
の
点
で
も
書
紀
の
説
の
方
が
説
得

的
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
”

匙
鞍
鷺
劉
鎌
響
巴
、
雛
結
縫
鞭
饗
蓑
雛
簸
額

　
先
ず
、
熊
野
市
和
田
か
ら
国
道
三
〇
九
号
線
沿
い
に
北
山
川
の
ほ
と
り
に
出
た
一
行
は
ざ
ら
に
一
六
九
号
線
で
奈
良
県
吉
野
郡
下
北

山
村
に
入
る
こ
と
に
な
る
が
、
早
速
、
同
村
下
桑
原
の
和
田
・
和
田
若
高
・
和
田
ノ
上
の
地
に
達
す
る
。
そ
の
手
前
を
西
方
の
谷
に
入
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海人族と神武東征物謡（黛）
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海人族と神武東征物語（黛）

第14図
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海人族と神武東征i物藷（黛）

っ
た
と
こ
ろ
に
は
浦
向
の
和
田
・
和
田
ノ
込
や
住
吉
が
あ
る
。
本
道
を
さ
ら
に
北
進
す
る
と
下
池
原
の
和
田
を
経
て
や
が
て
上
北
山
村

に
至
る
。
こ
こ
で
も
大
字
白
川
の
字
和
田
を
通
過
し
、
や
が
て
西
原
の
下
和
田
・
中
和
田
・
奥
和
田
に
到
る
。
そ
の
途
中
、
東
北
方
の

谷
に
入
れ
ば
大
和
田
・
木
和
田
の
地
名
に
出
会
う
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
元
の
道
に
と
っ
て
返
し
て
、
新
伯
母
峯
ト
ン
ネ
ル
を
通
れ
ば
吉
野
川
の
上
流
川
上
村
で
あ
る
が
、
間
も
な
く
大
字
北
和
田
の

集
落
に
ス
る
。
さ
ら
に
川
沿
い
に
下
れ
ば
丹
生
川
上
神
社
上
社
に
至
る
が
、
そ
の
手
前
白
屋
の
地
に
和
田
坂
が
あ
り
、
上
社
の
所
在
地

迫
に
も
和
田
・
和
田
ノ
坂
、
そ
の
す
ぐ
北
の
北
塩
谷
に
は
和
田
平
、
さ
ら
に
下
っ
て
旧
道
に
入
る
と
東
川
に
和
田
ノ
上
が
あ
る
。
道
は

や
が
て
吉
野
町
へ
と
入
る
が
、
南
国
栖
に
和
田
・
和
田
山
、
北
隣
新
子
の
集
落
に
も
小
和
田
・
和
田
山
が
あ
る
。
こ
こ
は
有
名
な
宮
滝

の
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
上
流
の
地
点
で
あ
る
。
，

　
　
　
ロ
　
吉
野
か
ら
宇
陀
へ

　
こ
こ
ま
で
、
東
川
・
南
国
栖
・
新
子
と
、
し
ば
ら
く
旧
道
を
辿
っ
た
が
、
道
は
や
が
て
国
道
三
七
〇
号
線
に
出
る
。
こ
れ
は
吉
野
と

宇
陀
を
結
ぶ
幹
線
道
路
で
あ
る
が
、
旧
道
を
そ
の
ま
ま
吉
野
川
沿
い
に
東
に
進
む
と
東
吉
野
村
鷲
家
で
伊
勢
・
榛
原
街
道
（
国
道
一
六

六
号
線
）
に
出
る
。
神
武
天
皇
一
行
は
菟
田
穿
邑
（
記
は
宇
陀
之
穿
）
に
出
た
と
い
う
か
ら
、
こ
の
街
道
を
佐
倉
峠
を
越
え
て
穿
の
遺

称
地
宇
賀
志
の
現
存
す
る
奈
良
県
宇
陀
郡
菟
田
野
町
へ
出
た
こ
と
に
な
り
、
従
っ
て
道
は
後
老
を
と
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
榛
原
街
道
沿
い
に
は
同
町
大
神
に
和
田
・
和
田
上
、
古
市
場
か
ら
旧
道
を
と
る
と
北
の
榛
原
町
伊
那
佐
に
も
和
田
が
あ
り
、
道

は
や
が
て
泊
瀬
の
長
い
谷
を
東
西
に
走
る
国
道
一
六
五
号
線
と
交
わ
り
、
国
道
三
六
九
号
線
と
な
っ
て
都
祁
方
面
へ
と
北
進
す
る
。

　
さ
て
、
前
者
即
ち
三
七
〇
号
線
の
方
は
と
い
え
ば
、
吉
野
町
色
生
に
和
田
、
北
の
大
宇
陀
町
に
入
り
関
戸
峠
を
越
え
る
と
和
田
下
の

地
名
が
あ
り
、
さ
ら
に
進
ん
で
、
町
の
中
心
を
過
ぎ
西
方
に
道
を
と
り
女
寄
峠
を
越
え
れ
ば
忍
坂
へ
出
る
。
ま
た
、
前
者
と
後
者
を
斜

め
に
結
ぶ
道
が
佐
倉
峠
を
北
に
下
っ
た
地
点
か
ら
大
宇
陀
町
に
通
じ
、
そ
の
途
中
に
和
田
・
小
和
田
・
和
田
口
・
和
田
峠
が
あ
る
。
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海人族と神武東征物語（黛）

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
両
者
は
い
ず
れ
も
曰
く
あ
り
げ
で
、
遽
か
に
そ
の
優
劣
を
定
め
難
い
感
が
あ
る
。
い
ま
は
、
東
征
説
話
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）

お
い
て
活
躍
し
た
八
腿
鳥
を
祀
る
神
社
が
榛
原
町
高
塚
に
鎮
座
す
る
こ
と
、
そ
の
近
く
に
和
田
・
ワ
タ
の
地
名
の
現
存
す
る
こ
と
な
ど

を
考
慮
し
て
、
後
者
即
ち
国
道
一
六
六
号
（
途
中
、
菟
田
野
町
古
市
場
で
分
岐
し
て
旧
道
で
榛
原
町
に
入
る
）
、
榛
原
街
道
の
方
を
採
っ

て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
高
塚
か
ら
宇
陀
の
墨
坂
は
指
呼
の
間
に
あ
る
。

　
　
．
ハ
　
字
陀
か
ら
磯
城
へ

　
書
紀
に
よ
れ
ば
、
宇
陀
か
ら
さ
ら
に
進
撃
し
よ
う
と
高
倉
山
か
ら
形
勢
を
観
望
す
る
と
、
国
見
丘
に
八
十
曼
帥
が
居
り
、
磐
余
邑
に

は
兄
磯
城
の
軍
が
布
陣
し
て
い
た
。
神
の
教
え
を
う
け
た
天
皇
は
弟
猜
の
奏
言
を
容
れ
、
椎
根
津
彦
・
弟
猜
の
両
人
を
老
翁
・
老
嘔
に

変
装
さ
せ
、
天
香
山
の
埴
を
取
ら
せ
、
天
の
平
爲
を
焼
い
て
天
神
地
祇
を
祭
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
と
き
天
皇
自
ら
高
皇
産
霊
尊
と
な

る
儀
を
行
い
、
尊
の
霊
が
天
皇
に
葱
り
つ
き
、
現
身
の
ま
ま
神
と
な
る
と
、
大
伴
氏
の
祖
道
臣
命
が
厳
姫
の
名
を
も
っ
て
斎
主
と
な
っ

た
。
こ
の
祭
儀
の
後
に
八
十
臭
帥
を
国
見
丘
に
斬
り
、
つ
い
で
椎
根
津
彦
の
計
略
を
用
い
て
兄
磯
城
を
斬
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、

椎
根
津
彦
が
シ
ャ
ー
マ
ン
と
し
て
大
い
に
活
躍
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
、
彼
と
磯
城
地
方
と
の
関
係
を
や
は
り
海
人
族

ゆ
か
り
の
地
名
を
手
が
か
り
に
考
察
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

　
泊
瀬
の
谷
の
中
程
、
桜
井
市
初
瀬
に
和
田
口
、
そ
の
北
方
に
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
入
っ
た
山
の
中
に
上
ノ
郷
和
田
、
初
瀬
か
ら
西

へ
下
る
と
、
桜
井
市
外
山
に
綿
ノ
谷
、
同
市
桜
井
に
和
田
山
が
あ
り
、
同
市
南
音
羽
・
百
市
に
和
田
が
南
北
に
並
ん
で
存
在
し
、
後
者

に
は
和
田
前
の
地
名
も
伝
わ
る
。
こ
こ
は
談
山
神
社
参
道
に
沿
っ
た
所
で
、
磐
余
の
東
南
に
当
る
。

　
一
方
、
南
音
羽
の
は
る
か
西
方
に
当
っ
て
橿
原
市
和
田
町
が
あ
り
、
そ
の
間
は
約
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
さ
ら
に
同
市
東
竹
田
町
・
常

盤
町
す
な
わ
ち
耳
成
山
の
北
麓
に
近
く
和
田
深
ケ
、
東
竹
田
町
に
和
田
広
芝
・
外
和
田
が
あ
る
。

　
既
に
気
付
か
れ
た
こ
と
と
思
う
が
、
こ
れ
ら
の
地
は
天
香
山
を
取
り
巻
く
よ
う
に
点
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
高
市
郡
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明
日
香
村
畑
（
波
多
郷
）
、
同
村
真
弓
ワ
タ
・
阿
部
山
ワ
タ
、
橿
原
市
八
木
を
加
え
れ
ば
、
包
囲
体
制
は
完
壁
に
近
い
と
い
っ
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。

　
椎
根
津
彦
に
ま
つ
わ
る
先
掲
の
説
話
に
は
、
右
の
形
勢
と
相
関
連
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
外
山
や
竹
田
が
大

伴
氏
に
縁
由
の
深
い
地
で
あ
る
こ
と
も
、
こ
の
際
注
意
し
て
お
い
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
神
武
天
皇
の
大
和
盆
地
平
定
の
説
話
で
椎
根
津
彦
が
活
躍
す
る
の
は
此
処
ま
で
で
、
あ
と
は
神
武
二
年
二
月
大
倭
国
造
に
任
じ
ら
れ

た
話
が
残
る
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
最
後
に
、
大
倭
国
造
の
祀
る
大
和
坐
大
国
魂
神
社
ま
で
の
道
程
を
、
こ
れ
ま
で
の
方
法
で
辿

っ
て
本
稿
を
終
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
桜
井
市
桜
井
か
ら
右
折
し
て
山
辺
の
道
の
方
向
へ
眼
を
向
け
る
と
、
同
市
箸
中
に
和
田
・
上
和
田
、
西
北
、
田
原
本
町
と
の
境
界
に

近
い
江
包
に
ワ
ダ
ノ
ク
ボ
、
天
理
市
海
知
町
即
ち
大
和
社
の
西
角
に
ミ
ナ
ミ
ワ
ダ
が
あ
り
、
ど
う
や
ら
、
大
和
社
ま
で
関
係
地
名
を
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
河
内
か
ら
の
経
路
を
眺
め
る
と
、
難
波
か
ら
大
和
川
を
潮
っ
て
大
和
に
入
る
と
北
葛
城
郡
河
合
町
の
広
瀬
神
社
に
近
く
大
輪

田
が
あ
り
、
同
町
長
楽
に
和
田
、
磯
城
郡
田
原
本
町
の
北
部
に
八
田
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
、
先
の
ミ
ナ
ミ
ワ
ダ
と
結
ん
で
少
し
延
長
す

れ
ば
大
和
社
に
至
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
こ
う
。

一170一

む
す
び

．
神
武
天
皇
に
関
す
る
研
究
は
、
近
年
に
限
っ
て
み
て
も
決
し
て
少
な
く
な
い
。
そ
し
て
、
研
究
方
法
に
お
い
て
も
、
比
較
神
話
学
・

説
話
学
・
神
話
学
な
ど
歴
史
学
以
外
の
様
々
な
方
法
が
積
極
的
に
応
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
は
周

知
の
通
り
で
あ
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
本
稿
で
は
、
地
名
の
考
察
を
主
柱
と
し
て
こ
の
問
題
に
迫
っ
て
み
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
な
り
の



海人族と神武東征物語（黛）

成
果
を
み
た
と
考
え
て
い
る
。

　
さ
て
、
神
武
紀
に
お
い
て
、
椎
根
津
彦
の
活
躍
が
大
々
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
大
伴
氏
の
祖
道
臣
命
わ
よ
び
鴨
氏
の
祖

神
八
腿
鳥
の
活
躍
と
と
も
に
注
目
に
値
す
る
。
と
く
に
、
前
者
が
大
和
入
り
に
際
し
て
活
躍
し
て
い
る
と
伝
え
る
の
は
記
に
は
な
い
紀

独
自
の
所
伝
で
あ
っ
て
、
道
臣
命
に
優
る
と
も
劣
ら
ぬ
比
重
を
も
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
天
武
紀
十
年
三
月
丙
戌
条
の
帝
紀
及
上
古
諸
事
記
定
事
業
下
命
の
記
事
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
業
を
命
じ
ら

れ
た
王
臣
の
中
に
阿
曇
連
稲
敷
が
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
一
員
で
あ
る
難
波
連
大
形
（
草
香
部
吉
士
大
形
）
と
清
寧
即
位
前

紀
の
草
香
部
吉
士
漢
彦
、
安
康
元
年
・
雄
略
十
四
年
紀
の
難
波
吉
師
日
香
蚊
の
物
語
と
が
無
関
係
で
は
な
い
よ
う
に
、
稲
敷
の
存
在
と

椎
根
津
彦
の
物
語
と
に
も
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
阿
曇
氏
と
神
武
天
皇
と
の
関
係
は
、
次
の
系
譜
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
・
　
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
ホ
カ
ミ
ー
ア
メ
ノ
オ
シ
ホ
ミ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
　
　
　
（
天
神
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト

　　

@　

^
カ
，
ム
ス
ヒ
ノ
，
コ
ト
ー
タ
ク
ハ
，
チ
ヂ
ヒ
メ
　
　
＝
　
　
　
　
※

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ホ
ヤ
マ
ツ
ミ
ノ
カ
ミ
　
　
　
　
　
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ビ
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
地
祇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
ー
ピ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
ノ
ミ
コ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
　
　
　
　
　
　
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
ヘ
ズ
ノ
ミ
コ
ト

・
，
ヨ
蕪
雪
、
ヨ
タ
。
ビ
メ
　
…
斤
ヒ
メ
　
神
武

り
す
な
わ
ち
、
天
神
と
地
砥
の
婚
姻
は
一
回
だ
け
と
さ
れ
る
の
に
、
天
神
と
海
神
の
そ
れ
は
二
回
重
ね
ら
れ
て
お
り
、
神
武
天
皇
は
そ

れ
だ
け
に
海
神
の
血
を
よ
り
濃
厚
に
承
け
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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こ
れ
ま
で
見
て
来
た
神
武
東
征
説
話
と
海
人
族
と
の
密
接
不
可
分
の
関
係
は
右
の
系
譜
の
語
る
と
こ
ろ
と
も
照
応
す
る
も
の
が
あ
ろ

う
。　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
理
由
に
神
武
東
征
物
語
を
以
て
直
ち
に
史
実
な
り
と
断
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
建
国
の
プ
ロ
セ

ス
に
お
い
て
海
人
族
の
存
在
乃
至
活
躍
の
無
視
す
べ
か
ら
ざ
る
所
以
を
一
応
証
明
し
得
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
終
り
に
、
個
々
の
論
証
に
は
強
引
な
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
大
勢
を
把
握
し
、
情
況
を
睨
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
な
る

べ
く
無
理
の
な
い
よ
う
に
論
を
進
め
て
来
た
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
を
申
し
添
え
、
意
の
あ
る
と
こ
ろ
を
了
解
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
希
望
し

て
筆
を
搦
く
次
第
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
1
）
　
江
上
波
夫
氏
「
騎
馬
民
族
国
家
」
　
（
中
公
新
書
）
一
七
九
～
一
八
〇
頁

（
2
）
　
田
中
卓
氏
「
神
武
天
皇
の
御
東
征
と
大
倭
国
造
」
（
『
滝
川
博
士
還
暦
記
念
論
文
集
⇔
日
本
史
篇
』
所
収
　
の
ち
『
日
本
国
家
成
立
の
研
究
』

　
　
所
収
）

（
3
）
　
『
孝
霊
記
』
に
「
日
子
刺
肩
別
命
者
…
角
鹿
海
直
之
祖
也
」
と
あ
り
、
姓
氏
録
に
「
但
馬
海
直
　
火
明
命
之
後
也
」
　
（
左
京
神
別
下
）
と
あ

　
　
り
、
丹
後
国
与
謝
郡
籠
神
社
所
蔵
「
海
部
氏
系
図
」
に
「
始
祖
彦
火
明
命
」
と
あ
る
な
ど
は
明
ら
か
に
別
系
統
で
あ
る
。

（
4
）
　
続
記
神
護
景
雲
三
年
六
月
癸
夘
条
、
倉
人
水
守
が
同
族
十
七
人
と
共
に
大
和
連
の
姓
を
賜
る
。

（
5
）
　
国
造
本
紀
に
「
軽
嶋
豊
明
朝
御
世
、
大
倭
直
同
祖
、
八
代
足
尼
児
都
弥
自
足
尼
定
賜
国
造
」
と
あ
り
、
大
和
国
造
の
同
族
と
伝
え
る
。

（
6
）
　
続
記
神
護
景
雲
三
年
六
月
癸
夘
条
、
播
磨
国
明
石
郡
人
海
直
溝
長
ら
十
九
人
に
大
和
赤
石
連
を
賜
る
。

（
7
）
　
国
造
本
紀
に
「
久
比
岐
国
造
　
瑞
簸
朝
御
世
、
大
和
直
同
祖
御
実
命
定
喜
賜
国
造
一
」
と
見
え
る
が
、
越
後
国
頚
城
郡
地
方
と
い
え
ば
、
第
一

　
　
表
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
式
内
青
海
神
社
が
鎮
座
し
、
沿
海
駅
（
兵
部
式
）
が
設
け
ら
れ
た
地
方
で
あ
り
、
大
和
国
造
の
同
族
青
海
首
の
存
在

　
　
が
想
定
さ
れ
る
。

（
8
）
　
「
日
本
上
古
史
研
究
」
七
－
七
・
八
所
収
、
田
中
卓
氏
校
訂
本
に
よ
る
。

（
9
）
　
吉
田
東
伍
「
大
日
本
地
名
辞
書
」
上
巻
八
四
七
頁
、
播
磨
国
明
石
郡
垂
水
郷
の
条
。
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（
1
0
）
　
例
え
ば
、
安
芸
国
佐
伯
郡
海
部
郷
の
故
地
は
現
在
の
廿
日
市
町
に
当
る
が
、
同
町
に
明
石
の
地
名
を
存
し
、
丹
波
国
与
謝
郡
加
悦
町
に
和
田

　
　
と
明
石
が
並
び
存
し
、
往
昔
の
児
島
水
道
に
面
し
て
明
石
が
あ
る
（
現
岡
山
県
児
島
郡
灘
崎
町
）
な
ど
が
、
そ
れ
で
あ
る
。

（
1
1
）
　
佐
伯
氏
「
新
撰
姓
氏
録
の
研
究
　
本
文
篇
」
所
収
。

（
1
2
）
　
池
辺
彌
氏
「
和
名
類
聚
抄
郡
郷
里
騨
名
考
謹
」
二
九
〇
・
五
五
三
頁
参
照
。

（
1
3
）
　
大
和
国
高
市
郡
波
多
神
社
・
波
多
鱈
井
神
社
、
和
泉
国
和
泉
郡
波
多
神
社
、
同
国
日
根
郡
波
太
神
社
な
ど
も
、
ハ
タ
を
社
名
と
す
る
。
但
、

　
　
和
泉
の
そ
れ
は
、
い
ず
れ
も
波
多
八
代
宿
祢
を
祀
る
と
い
う
し
、
ハ
タ
に
は
秦
氏
に
由
来
す
る
も
の
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
周
囲
の
情
況
と
睨

　
　
み
あ
わ
せ
て
、
海
人
族
に
関
係
が
あ
り
そ
う
な
も
の
を
選
ん
だ
。
な
お
、
和
泉
の
ハ
タ
神
社
と
波
多
八
代
と
の
関
係
は
当
国
の
道
守
朝
臣
が
そ

　
　
の
後
商
と
い
う
姓
氏
録
に
従
え
ば
当
然
結
び
つ
き
そ
う
で
あ
る
が
、
道
守
と
堺
市
の
乳
守
社
に
関
係
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
同
氏
の
本
貫
は
大
鳥

　
　
郡
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
必
ず
し
も
結
び
つ
く
と
は
い
え
な
い
。

　
　
　
ハ
タ
は
古
代
語
の
鰭
（
波
多
）
と
関
係
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
な
お
、
陸
田
を
意
味
す
る
語
に
も
ハ
タ
が
あ
る
が
、
ハ
タ
が
複
合
語
中

　
　
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
（
ハ
タ
ツ
モ
ノ
・
ヤ
キ
ハ
タ
・
ハ
タ
コ
）
、
単
独
で
用
い
ら
れ
る
の
は
ハ
タ
ケ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
波
多

　
　
を
畑
と
書
き
換
え
る
例
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
す
べ
て
陸
田
を
意
味
す
る
と
は
速
断
で
き
な
い
。

（
1
4
）
　
宝
亀
六
年
正
月
辛
酉
条

（
1
5
）
　
楊
皆
氏
墓
誌
（
寧
楽
遺
文
下
、
大
日
本
金
石
史
一
、
古
京
遺
文
等
所
収
）

（
1
6
）
　
こ
こ
は
後
世
の
八
木
庄
の
地
で
あ
る
か
ら
、
ヤ
ギ
と
訓
む
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
和
名
抄
の
養
者
は
キ
の
甲
類
、
先
の
「
疑
」
次
な
る

　
　
「
宜
」
、
は
い
ず
れ
も
ギ
の
乙
類
で
、
こ
こ
だ
け
が
異
例
、
和
名
抄
高
山
寺
本
が
養
曹
を
「
夜
叡
美
須
」
と
訓
ん
で
い
る
の
も
不
審
で
あ
る
。

（
1
7
）
　
兵
庫
県
三
原
郡
三
原
町
に
養
宜
と
八
木
の
二
地
名
を
存
す
る
。

（
1
8
）
　
続
群
書
類
従
巻
六
十
二
（
同
完
成
会
本
第
三
輯
上
　
二
〇
〇
頁
）

（
1
9
）
　
行
基
年
譜
の
行
年
五
十
九
歳
条
（
神
亀
三
年
）
に
「
松
尾
池
院
　
在
一
一
和
泉
国
大
鳥
郡
和
田
郷
一
」
と
あ
る
が
、
訓
み
は
示
し
て
い
な
い
。

（
2
0
）
　
同
書
上
巻
三
六
一
頁
．
三
五
五
頁
。
な
お
、
和
田
を
ニ
キ
タ
・
ミ
キ
タ
と
訓
む
例
は
他
に
見
当
ら
な
い
が
、
右
田
1
ー
ミ
ギ
タ
（
周
防
・
豊

　
　
後
）
、
三
岐
田
聞
ミ
キ
タ
、
阿
波
）
の
地
名
が
現
存
す
る
。
特
に
後
者
は
阿
波
国
海
部
郡
の
地
名
で
あ
る
か
ら
、
ワ
タ
↓
ニ
キ
タ
↓
ミ
キ
タ
の

　
　
転
設
が
考
え
ら
れ
る
。

（
2
1
）
　
同
書
上
巻
八
＝
一
頁
。

（
2
2
）
　
雲
州
家
校
本
延
喜
式
の
考
異
に
「
或
案
恐
海
神
社
之
注
文
錯
也
、
案
隠
岐
国
神
名
帳
有
由
良
姫
明
神
、
又
有
和
田
（
続
群
書
類
従
所
収
本
は
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和
太
）
酒
明
神
、
或
説
或
然
乎
」
と
あ
り
、
伴
信
友
の
「
神
名
帳
考
証
」
に
も
同
様
の
考
え
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
神
名
式
の
知
失
郡
条
に
見

　
え
る
由
良
比
女
神
社
・
大
山
神
社
・
海
神
社
二
座
・
比
奈
麻
治
比
売
神
社
・
真
気
神
社
・
天
佐
志
比
古
命
神
社
の
六
社
七
座
の
う
ち
、
海
神
社

　
二
座
を
除
き
、
い
ず
れ
も
隠
州
神
名
帳
に
見
え
る
が
、
海
神
社
二
座
が
同
帳
の
い
ず
れ
に
相
当
す
る
か
問
題
で
あ
る
。
と
り
あ
え
ず
其
の
箇
所

　
を
示
す
と

　
　
　
　
知
夫
郡

　
従
一
位
天
佐
自
彦
大
明
神
（
延
喜
式
に
見
え
る
）

　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
従
三
位
上
海
原
明
神

　
従
三
位
真
気
明
神
　
　
（
延
喜
式
に
見
え
る
）

　
従
三
位
柴
木
彦
明
神

　
従
四
位
上
奈
取
彦
明
神

　
従
四
位
上
云
海
彦
明
神

　
従
四
位
上
都
玉
売
神

　
正
四
位
上
和
太
酒
明
神

　
従
一
位
比
奈
麻
治
姫
大
明
神
（
延
喜
式
に
見
え
る
）

　
従
三
位
上
大
山
明
神
　
　
　
（
同
右
）

　
従
三
位
上
由
良
姫
大
明
神
　
　
（
同
右
）

　
従
四
位
上
呼
垂
彦
明
神

　
従
四
位
上
熊
岐
姫
明
神

　
従
四
位
上
豊
加
姫
明
神

　
　
正
四
位
上
奈
酒
彦
明
神

　
　
の
通
り
で
あ
る
。
従
三
位
上
な
ど
と
い
う
有
り
得
べ
か
ら
ざ
る
不
可
解
な
点
は
一
応
問
わ
な
い
に
し
て
も
、
右
の
記
載
か
ら
海
神
社
二
座
が
即

　
　
ち
和
太
酒
明
神
と
推
断
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、
海
原
明
神
・
云
海
彦
明
神
を
こ
そ
海
神
社
二
座
に
比
定
す
べ
き
も
の
と
考
え
た
い
。

　
　
和
太
酒
明
神
と
は
別
に
由
良
姫
大
明
神
を
「
和
多
須
神
」
と
言
っ
た
可
能
性
は
な
お
残
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
2
3
）
　
同
書
上
巻
七
三
三
頁
、
玉
や
鈴
の
触
れ
合
う
音
を
あ
ら
わ
す
擬
声
語
に
ユ
ラ
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
、
古
事
記
・
万
葉
集
・
琴
歌
語
な
ど
に
多
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く
由
良
と
表
記
し
て
い
る
の
は
暗
示
的
で
あ
る
。
音
の
ほ
か
に
、
ゆ
れ
あ
い
な
が
ら
ち
ら
ち
ら
映
え
る
、
視
覚
的
に
と
ら
れ
た
玉
の
様
子
を
形

　
　
容
し
た
も
の
と
も
い
う
（
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
篇
「
も
ゆ
ら
」
の
項
）
。
そ
れ
に
つ
け
て
考
え
る
に
は
、
仲
哀
記
・
景
行
記
に
地
方
豪
族

　
　
が
天
皇
に
帰
順
す
る
と
き
、
鏡
・
玉
・
劒
を
か
け
た
榊
を
船
の
舶
に
立
て
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
船
と
玉
と
か
ら
ユ
ラ
の
語
が
導
き
出
き
れ

　
　
る
こ
と
に
な
り
、
ユ
ラ
と
船
・
海
・
海
人
の
関
係
が
連
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
2
4
）
　
宇
佐
市
高
森
（
駅
館
川
東
岸
）
の
長
さ
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
、
畿
内
型
古
墳
の
伝
播
が
瀬
戸
内
海
に
沿
っ
て
進
み
、
豊
前
地
方
に

　
　
上
陸
し
た
こ
と
を
示
す
一
微
証
と
さ
れ
る
。
九
州
最
古
の
古
墳
の
一
つ
。
豊
前
国
京
都
郡
の
石
塚
山
古
墳
、
筑
前
国
御
笠
郡
の
原
口
古
墳
と
の

　
　
間
で
、
同
萢
鏡
に
つ
い
て
密
接
な
分
有
関
係
を
有
す
る
。

（
2
5
）
　
第
一
～
第
三
の
諸
表
に
お
い
て
、
重
複
も
あ
り
得
る
こ
と
を
、
予
め
お
断
り
し
て
お
く
。

（
2
6
）
　
太
田
亮
「
日
本
古
代
史
新
研
究
」
三
＝
二
頁
～
三
一
四
頁
。

（
2
7
）
　
多
家
神
社
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
事
業
奉
賛
会
編
「
聖
蹟
安
藝
埃
宮
」
　
（
昭
和
十
五
年
五
月
発
行
）
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
総
社
玩
、
多
家
神
社

　
　
境
内
、
松
崎
八
幡
吐
に
わ
た
る
地
域
と
い
う
。

（
2
8
）
吉
田
東
伍
「
地
名
辞
書
」
一
＝
一
八
頁
に
「
今
倉
橋
島
、
能
美
島
等
の
島
喚
を
云
ふ
、
海
部
の
邑
落
な
り
」
と
あ
り
、
厳
島
文
書
に
「
安
芸

　
　
国
安
摩
御
庄
内
衣
田
島
庄
官
百
姓
等
」
と
あ
り
、
衣
（
江
）
田
島
も
安
満
郷
に
含
ま
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　
　
　
「
地
名
辞
書
」
一
一
四
一
頁
に
よ
れ
ば
、
佐
伯
郡
海
（
部
）
郷
は
伊
都
岐
島
神
社
の
外
宮
・
鎮
座
す
る
地
御
前
・
宮
内
な
ど
に
相
当
す
る
と

　
　
い
う
。
今
の
広
島
県
佐
伯
郡
廿
日
市
町
で
あ
る
。

（
2
9
）
　
下
関
市
大
字
楠
乃
一
、
一
六
二
（
一
ノ
宮
東
町
）
。
山
陽
新
幹
線
新
下
関
駅
の
東
方
約
一
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
に
鎮
座
、
こ
こ
は
、
日

　
　
本
書
紀
に
見
え
る
「
穴
門
の
山
田
邑
」
の
地
で
あ
り
、
穴
門
直
践
立
を
祖
と
す
る
山
田
家
が
神
職
を
世
襲
し
た
。
そ
の
鎮
座
は
摂
津
の
住
吉
神

　
　
社
の
そ
れ
よ
り
一
年
早
く
、
神
功
皇
后
摂
政
前
紀
に
仲
哀
天
皇
九
年
十
二
月
の
こ
と
と
伝
え
る
。

（
3
0
）
　
「
平
城
宮
木
簡
一
　
解
説
」
＝
一
七
頁
　
恥
三
二
七
・
三
二
八
。

（
3
1
）
　
和
名
抄
に
は
「
美
敷
郷
」
と
あ
り
、
訓
を
欠
く
の
で
、
諸
国
の
壬
生
郷
や
参
河
国
の
美
夫
郷
と
同
音
と
推
定
し
、
ミ
フ
と
訓
む
説
が
あ
る
が

　
　
（
日
本
地
理
史
料
）
、
美
敢
の
表
記
は
三
例
も
あ
り
、
こ
れ
が
正
し
い
こ
と
は
動
か
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
従
来
の
よ
う
に
ミ
フ
に
近
い
地

　
　
名
、
東
和
町
の
内
入
・
外
入
を
当
て
る
よ
り
、
大
島
町
の
東
・
西
三
蒲
に
比
定
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

（
3
2
）
　
福
浦
に
近
い
国
鉄
赤
穂
線
の
駅
名
を
備
前
福
河
と
い
う
の
は
最
も
身
近
な
証
拠
で
あ
る
。

（
3
3
）
　
西
川
正
「
吉
備
の
首
長
と
『
近
畿
政
権
』
」
　
（
『
古
代
の
地
方
史
2
山
陰
・
山
陽
・
南
海
編
』
所
収
）
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（
3
4
）
　
八
代
足
尼
・
都
弥
自
足
尼
は
他
に
見
え
な
い
。

（
3
5
）
　
延
喜
式
に
海
神
社
三
座
と
あ
る
の
は
ワ
タ
ツ
ミ
三
神
を
祀
る
の
謂
で
あ
ろ
う
。

（
3
6
）
　
大
海
里
は
播
磨
風
土
記
託
賀
郡
賀
眉
里
の
条
に
明
石
郡
大
海
里
と
あ
り
、
和
名
抄
の
邑
美
郷
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
位
置
は

　
　
現
在
の
明
石
市
の
西
部
、
か
つ
て
の
印
南
野
の
中
で
あ
る
。

（
3
7
）
　
住
吉
郷
の
位
置
は
「
地
名
辞
書
」
上
八
五
三
頁
に
「
今
詳
な
ら
ず
、
押
部
谷
の
畑
田
に
住
吉
稠
あ
れ
ば
、
彼
辺
敏
と
も
云
ふ
、
凡
明
石
川
の

　
　
山
谷
は
郷
名
を
欠
く
、
本
郷
の
位
置
分
明
な
ら
ず
」
と
し
て
疑
い
を
存
し
て
い
る
が
、
押
部
谷
町
に
和
田
の
地
名
も
あ
る
か
ら
同
町
畑
田
の
住

　
　
吉
社
の
地
を
住
吉
郷
の
故
地
と
し
て
よ
か
ろ
う
。

（
3
8
）
　
「
地
名
辞
書
」
八
五
六
頁
に
「
今
二
見
村
、
阿
閑
村
是
な
り
、
…
…
阿
閑
村
大
字
古
宮
に
住
吉
桐
在
り
」
と
い
う
。
今
の
加
古
郡
播
磨
町
の

　
　
あ
た
り
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
同
町
古
宮
と
北
隣
り
の
同
郡
稲
美
町
和
田
と
は
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
あ
る
。

（
3
9
）
　
神
戸
港
の
ほ
ぼ
真
北
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
山
の
中
で
あ
る
が
、
真
東
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
西
宮
市
畑
山
の
名
は
、
こ
の
八
多
と
関

　
　
係
が
あ
ろ
う
。

（
4
0
）
　
「
行
基
年
譜
」
に
「
大
輪
田
船
息
　
在
一
一
摂
津
国
兎
原
郡
宇
治
二
と
あ
り
、
「
三
善
清
行
意
見
封
事
十
二
箇
条
」
に
「
自
昌
魚
住
泊
一
至
轟
大
輪

　
　
田
泊
暫
一
目
行
、
自
二
大
輪
田
泊
一
至
二
河
尻
（
難
波
大
輪
田
）
一
一
日
行
」
と
あ
る
の
は
、
そ
の
早
い
例
。

（
4
1
）
　
広
田
社
と
と
も
に
史
上
に
現
れ
る
生
田
社
・
長
田
社
も
神
功
皇
后
に
ゆ
か
り
の
神
社
で
あ
る
が
、
広
田
社
の
よ
う
に
住
吉
の
部
類
神
と
き
れ

　
　
な
い
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。

（
4
2
）
（
4
）
参
照
。

（
4
3
）
　
履
中
郎
位
前
紀
・
元
年
四
月
丁
酉
条
。

（
4
4
）
　
「
日
本
古
代
遺
跡
便
覧
」
　
（
社
会
思
想
社
刊
）
の
「
五
色
塚
古
墳
群
」
の
頃
一
七
一
頁
～
一
七
二
頁
を
参
照
し
た
。

（
4
5
）
　
神
武
即
位
前
紀
戊
午
年
四
月
甲
辰
条
。

（
4
6
）
　
続
紀
天
平
十
六
年
二
月
丙
辰
条
。

（
4
7
）
　
孝
徳
紀
白
雄
四
年
五
月
条
。

（
4
8
）
　
仁
徳
記
に
「
役
昌
秦
人
一
作
二
茨
田
堤
及
茨
田
三
宅
一
」
と
あ
り
、
姓
氏
録
河
田
諸
蕃
に
秦
宿
祢
・
秦
忌
寸
・
秦
人
・
秦
公
・
秦
姓
（
太
秦
公
宿

　
　
祢
と
同
祖
）
な
ど
が
あ
る
の
は
、
此
処
と
関
係
が
あ
ろ
う
。

（
4
9
）
　
和
名
抄
の
和
泉
国
和
泉
郡
八
木
郷
の
地
で
、
申
八
木
と
は
八
木
郷
の
中
心
地
と
い
う
意
味
で
あ
る
ら
し
い
。

一176一



海人族と神武東征物語（黛）

（
5
0
）
　
大
和
大
国
魂
神
社
は
兵
魔
県
三
原
郡
三
原
町
榎
列
上
幡
多
に
鎮
座
、
す
ぐ
南
の
大
榎
列
に
は
屯
倉
神
社
跡
が
あ
る
。
淡
路
屯
倉
と
大
国
魂
社

　
　
と
の
関
係
は
倭
屯
家
と
大
和
坐
大
国
魂
社
と
の
そ
れ
に
一
致
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
5
1
）
　
淡
路
細
川
氏
の
養
宜
館
跡
は
三
原
町
八
木
養
宜
中
に
あ
る
、
今
日
で
は
八
木
は
ヤ
ギ
、
養
宜
は
ヨ
ウ
ギ
と
訓
み
わ
け
て
い
る
。

（
5
2
）
　
和
名
抄
に
よ
れ
ば
三
原
郡
は
倭
文
・
幡
多
・
養
宜
・
榎
列
・
神
稲
・
阿
万
・
賀
集
の
七
郷
よ
り
成
る
が
、
阿
万
を
除
く
六
郷
は
敦
れ
も
三
原

　
　
平
野
に
密
集
し
て
お
り
、
島
の
西
南
部
は
阿
万
郷
以
外
に
な
い
。
　
「
地
名
辞
書
」
七
八
二
頁
は
「
福
良
・
下
灘
・
上
灘
・
沼
島
・
由
良
等
、
郷

　
　
名
を
欠
け
る
皆
阿
万
の
隷
属
な
る
べ
し
」
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
島
の
南
部
は
悉
く
阿
万
郷
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
私
見
に
と
っ

　
　
て
好
都
合
の
説
で
あ
る
。

（
5
3
）
　
新
撰
姓
氏
録
和
泉
皇
別
に
「
珍
県
主
　
佐
代
公
同
祖
、
豊
城
入
彦
命
三
世
孫
御
諸
別
命
之
後
也
。
日
本
紀
漏
」
と
あ
る
。
な
お
、
　
「
古
代
人

　
　
名
辞
典
」
が
正
税
帳
な
ど
正
倉
院
文
書
に
み
え
る
珍
姓
を
「
う
」
の
項
に
収
め
た
の
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。

（
5
4
）
　
姓
氏
録
大
和
神
別
大
和
宿
祢
条
参
照
（
本
稿
一
〇
〇
ペ
ー
ジ
）
。

（
5
5
）
　
鳥
取
郷
が
呼
喚
郷
よ
り
紀
州
寄
り
の
鳥
取
・
淡
輪
・
深
日
な
ど
に
当
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
宣
長
説
は
遽
か
に
信
じ
難
い
。

（
5
6
）
　
同
書
上
巻
六
八
八
頁
。

（
5
7
）
　
和
泉
志
に
は
祭
神
を
鳥
取
氏
の
祖
神
角
凝
命
と
し
、
明
治
十
二
年
の
神
社
明
細
帳
に
は
八
田
屋
代
宿
祢
を
加
え
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
一
応

　
　
そ
れ
を
は
な
れ
て
、
ハ
タ
の
名
を
問
題
と
し
た
い
。

（
5
8
）
倭
姫
命
世
記
に
門
（
崇
神
）
五
十
四
年
丁
丑
、
遷
壬
口
備
国
名
方
浜
宮
一
、
四
年
奉
斎
、
干
レ
時
吉
備
国
造
、
進
二
采
女
吉
備
都
比
売
、
又
地
口
御

　
　
田
こ
と
あ
り
、
天
照
大
神
の
神
鏡
を
一
時
遷
し
祀
っ
た
処
と
伝
え
る
が
、
こ
こ
の
吉
備
は
現
在
有
田
郡
に
遺
る
吉
備
を
さ
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
そ
れ
も
海
人
族
に
縁
故
が
深
い
。

（
5
9
）
　
同
氏
「
姓
氏
家
系
大
辞
典
」
第
三
巻
四
一
八
八
頁
。

（
6
0
）
　
本
稿
一
＝
一
ペ
ー
ジ
参
照
、
清
水
正
健
「
荘
園
志
料
」
上
巻
一
二
六
四
頁
・
竹
内
理
三
「
荘
園
分
布
図
」
下
巻
二
六
一
頁
等
参
照
。

（
6
1
）
　
日
本
古
典
文
学
大
系
「
日
本
書
紀
」
上
　
一
九
四
頁
～
一
九
五
頁
頭
註
を
参
照
、
e
は
記
伝
、
⇔
は
本
居
内
遠
説
（
「
神
武
天
皇
巡
幸
路
次

　
　
弁
」
）
、
⇔
以
下
は
拠
り
所
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

（
6
2
）
　
今
迄
の
地
名
の
検
索
に
も
本
書
を
大
い
に
利
用
し
た
。
た
だ
、
町
村
の
合
併
な
ど
で
、
そ
の
ま
ま
で
は
使
え
な
い
と
こ
ろ
も
多
く
、
地
図
上

　
　
に
求
め
る
際
難
渋
し
た
ζ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
町
村
合
併
の
一
覧
が
欲
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
6
3
）
　
星
野
恒
「
神
武
天
皇
入
昌
大
和
一
由
昌
十
津
川
一
」
　
（
史
学
会
雑
誌
2
2
　
明
治
2
4
）
を
先
駆
的
論
文
と
す
る
。
な
お
北
山
川
説
で
は
山
田
正
『
熊
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野
荒
坂
津
史
蹟
考
証
言
』
　
（
明
治
2
2
）
が
代
表
的
な
も
の
。

（
6
4
）
　
日
本
地
名
学
研
究
所
編
（
昭
和
3
4
刊
）
。
同
書
の
「
ワ
タ
」
の
項
を
参
照
し
た
。

（
6
5
）
　
続
紀
慶
雲
二
年
九
月
丙
戌
条
に
「
置
昌
八
腿
鳥
社
干
大
倭
国
宇
太
郡
一
祭
レ
之
」
と
あ
り
、
延
喜
式
に
も
宇
陀
郡
の
官
社
と
し
て
「
八
腿
鳥
神

　
　
社
鍬
載
」
と
記
載
さ
れ
る
。
そ
の
鎮
座
地
を
「
神
名
帳
考
証
」
は
「
今
在
二
鷲
家
村
一
続
存
昌
遺
趾
一
」
と
す
る
が
、
鷲
家
は
吉
野
郡
に
属
す
る
の

　
　
で
、
こ
の
説
は
疑
問
で
あ
る
。
　
「
地
名
辞
書
」
そ
の
他
に
よ
り
、
現
宇
陀
郡
榛
原
町
高
塚
の
八
腿
鳥
神
社
を
そ
れ
と
認
め
て
よ
か
ろ
う
。

　
出
典
の
正
式
名
称
一
覧

紀
　
日
本
書
紀

続
紀
　
続
日
本
紀

三
実
　
日
本
三
代
実
録

旧
　
先
代
旧
事
本
紀

三
格
　
類
聚
三
代
格

式
　
延
喜
式

録
　
新
撰
姓
氏
録

風
　
当
該
国
風
土
記

住
吉
　
住
吉
大
社
神
代
記

抄
倭
名
類
聚
鋤

荘
　
荘
園
史
料

土行伊平藤万東銘戸正
佐基木木木　南

正
倉
院
文
書

当
該
国
戸
籍

正
倉
院
宝
物
銘
文
集
成

　
東
南
院
文
書

万
葉
集

　
藤
原
宮
跡
出
土
木
簡

　
平
城
宮
跡
出
土
木
簡

　
伊
場
遣
跡
出
土
木
簡

　
行
基
年
譜

　
土
佐
日
記

’
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